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新開発 DNSS テープヒスノイズ、 カット回路内蔵。 


デジか レ 選曲機構装備 メタルテープ 対応。 
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日立家電販売株式会社 

于105まま都ち区西巧话 Z 巧12(日立まを丹席） T 巨 L (的) 502-21 り 
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小さなボテ、Vながらもワイドなステレホサウンドが楽しめる《ステレオミニ 
6600》。2つの 9.2cmスピーカーが叩き出す4.6W(2.3W+2•3W、 EIAJ / 
DC ) のハイパワーは、豊かなステレオ臨場感を再現します。また曲の 
頭出しに便利なデジタル選曲機構や、テープ再生中に曲間ゎよび曲間 
に相 S する低録音レベル時のすざわりなテープヒスノイズをカットする 
新開発 DNSS (ダイナミック•ノイズ•サプレッション.システム）ノイズ 
カット回路を採用。しかもメタルテープ対応ヘッドを搭載しています。 
♦AM が 送の同調がしやすい周波数間隔を広げた ロング スヶー ル 採用♦テレ 
ビ のし2、3チャンネルが 聴ける FM ワイドバンド （76~ 108MHz) 採用 •FM 
局間ノイズをカットする FM ミュー ティング 機能つ き•フル オートストップ機横 
•ソフトイジェク ト機椅 >AC アダプター イ寸属 

■9.2cm スビーカー XZ * ま用を大出力 4.6W(2.3W+2.3W)EIAJ/D し馨ッ巧活か C:3V(M2X6)'AC: 
100乂50/60化(イ寸度々0ァダプター使斯、力ーバッテリー:別売リカーァダプター〇-72任巧>大きさ巧41.0>< 
おさ I3.3X を巧 7 . 3(cm) •: a さ 2.5 的说《化含む)★キャリングヶース側売りし-6600 ¥4,000) もございます。 
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-を日本女子訪欧子ーム- 

V 団長舞木義男（日本協な強化委-良） 

\7臨督地巧誤歌（目本]■盛な強化墨員） 

マつーホ敝 尉雄 （ S 本嘘な強化コーチ) 

サ 萬ほ本協な強化壺具） 

VGK 井村文ぶ子 (22 ホ•立石馬構） IWcm 通 
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-ふ-欄数字はか巧国隙試を也攝凹数 


全日本女モヨ—ロッパ遠征へ 


全 n ぶホモが6年ぶむに i • 
ョ r ロブ. パへ逵洒する^ — y 本協 
を強化部女で：1, E チンダスタッフ 
は、9リ扣日から W 巧4日までユ 
!ゴ、すーストリア遠'征ずるを H 
本女子む(が单度ホシ3ナルチ ー 
ム A) 0摇手選寺を進みていたが、 
このほど別表のょぅを W 選をを決 
を、 n よ端をへ提巧した。日本協 
会では、9リ U 日のを国理專会 
(语京}で诚認、圳円にプレス党 
ぶのサおである。 

〇 

全 U 本ホ子が 3 t ロッパへ競扯 

するのは、加毕巧おゾ遥で巧われ 


た薄目回世巧ホモ透手お切来、実 
に6年ぶりのこぶ。 

今回の適征©目'的は、来與に予 
:足される雖、ら同世瓣女ず題手擁 T . 
ジ T 予選(詳細来を)の突破にお 
かれ、 コ ーチングスタッフも、遠 
征ィンバ！を、即予選ブンバ ー と 
することで。チ ー ムを編成してい 
る。を目されるのは、モン トリ ホ 
、—ル，ホリンピック化：表■沿.取 
(なちの销帰だ。 

4年前の逆7囘世界ぶ子速を搪 
予運(ソウル)の对韓阔2回戰を 
最後に'、を3本から茲まかってい 
化紀野は.、的からはナシヨナ 


ルチ j ム忽潘にも夕前ボ記載され 
な<をった。 モントけ ホ-—ル当時 
から挪めていたヒザが惡化、ホ j 
ムチ！ムの立お苗機のユニホ！ム 
さえ脱ぐ辟期が走っをが、昨シ！ 
K ンの B 本リ t ダで鮮やかなカム 
パ"/夕を爲せた。 

モントリホ！ルな阵、相化ぐべ 
テラン、中堅0 " 引過#で、チー 
ムのををあい、それが锦围に迫い 
越される一固ともなっていただけ 
に、が野の觀活は、 n — チンダス 
タツフにも注目され、-ず夏、ナシ 
ョナルチーム再揣成ととも把 、 to 
年ぶりのを日本液帰がをまった。 

巧ホを適じ、-このよぅな形の-力 
ムバックは、極めてめずもしい。 

こ Q ほか因メンバ J では、ずで 
に実错のある票原、姫幹(ともに 
立石)、山本(ジャスコ)、水上 
(日立)、西(大崎)らのほか、井 
村(ぶお)、矢部(ジャスコ〕め聞 
GK が"中4,になっている。 

またを手アタツカ！どして期恃 
の大盏い教田(立石.)、志が(日 
ビ〕、巧.巧{:ブラザ J ) 巧トリホ 
と、中堅組ともい.える橄山、辻本 
(ともにジャス ny - 巧な(な石) 
らのが化は、久々にパラエティに 
青んだ布呼となり、班在、最強の 
メンバ！が湿辛された、といって 
よい。 

巧が深いのは、井村、山本、水 
上ら.2年前のか界ぶずジュニアの 
化表7人が、をの成長したをを、 


を四のチ ー ふで見せているととだ 

立石、ジ.ザスコが中、5 

選ホの所属チ I ム别では、立石 
6人、ジャスコ4人ボ H をつ。 

じれは、目月の强化を員会(ぶ 
誌挪号邸報)で、総巧叫なチーム 
編成よりも、単独チ！ム.•プラス 
お力選手で速劾拘な強化をといぅ 
意贡が多かったものを、に映さ咕 
た、といえる0 

また、コ^~チンダスタ"/ブも、 
立お電機監督で現•強化委員の井 
薰氏め新加人が明きらかとなった 

井コ-，チは、'モントリオール. 

ホリンピックで全円木み子が5位 
入赏した時の-酷啊。站年に退任 
(本誌亂号參照)していたもので、 
4年ぶりのカムバッタである。 

化ぶホームは、目巧の日午披8 
時おか第のルフトハンザ磯で成の 
を器も-、別日から训日までの1週 
間はユ I ゴで6試合め"—ドスヶ 
ジュ^ルが組まれ、ホのぁと9月 
施口から化ぶ3呂までホ{ ストリ 
ァに移り2試かの予足。 

ユ！ ゴほ、モスタヴ"ホリンピ 
ッタの銀ィダル国で現代最強の力 
を語る。 

オーストリ了は.、日本とは互巧 
の力禍とみをれ11試合が十ショ 
十ル、1試なボ同幫4.ンバ！ワ 
ン、ヒボ銀な HC (卽年来 n ) が 
予想きれる。柿尚は W 月4白午を 
になる。 
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〔表お写真〕昭和郎年度ィンタ 
] C ィ男で決腺戦、下梓エが明 
を商の熟職 























♦昭が卽年あを国高お綺お兼高棍宮踢杯第の回を曰本高校"ンドポ1ル選キ権大舎 

麓 s 副 g 清水正 


総 評 


評 


昭和加年度全固商等学校總を体す 
大禁高お宮陽が第进网连日本高等 
学段ハンドボ—ル遵ホ術大会は、 
8 リ 1目、 古くからの宿場阳とし 
て栄え、端物废遂の视としてをく 
知られる京お都八王ず巧の中央大 
爭逊一体巧韻における满始式に始 
まり、2;口主り7 自までの ぉ 口問 
室巧 4 が、を外 3 面の コー トにお 
いて、を醫各都遺が龄2て^巧余 
チ t ムより 激しいで選を賤ち抜い 
を朽录、货•女各が乎 I ムの精銳 
によむ，祉蛟の么誉とスポー 7 の 
栄光を U 指し、「はけたけ背春店 
ばよぅ友惯」の大会スロ—.ガンの 
下に曰辑顆とげで録えぬいた成果 
を競いかい、若さと如靖さに溢れ 
た熱職が連日缓り泣ばられた。 

閒地巧は測年見られる華々しさ 
や、 口-- ヵルをは見られなかつ化 
ぶ、滞錦された駕智の中に2千余 
人の若人の撰り広ばた大スぺクタ 
ルほ，整然たるみにも若さと力咸 
きが溢れ、折.柄め猛暑をはおおず 
ような攝进が明日よりのゲ！ムへ 
の盘觀を秘め立派な.をので あつ 
た。 


男子 1 

媛披め县子 A ゾ！ンでは、尊の 


環抜大な懐隣祕の中京窩を破り、 
44^尝においても濱驗候袖の宰頭 
に举げられ-ていた楚知なが、3巧 
戦で找敌二高に前半は楽に優植を 
もめたもののしつよぅな食^ ' T り 
にあえなくおれぶった。熟いに荣 
った法政二高は、準々決勝におい 
て宿敵宵削髙を破った。富陶は前 
半リ ー ドされ をあせりからか、 デ 
ィフュンスが荒くなり、擦郝逆転 
の チャンスも2乂退場のピンチを 
つくり1その岡に如点され敗れで 
しま「た。その他、たお提化、祕 
を商も普職しわが、いずれも結を 
せに亲まれず、 j 、2戰で姿を 
.消しでしまった0 

B ゾ]ンでは予歷通り、掘岡：丄 
下松エボスピードの苗るダィナミ 
ックな玻擊で楽に滕ち遮み、準々 
決勝で対’戦したが立ち上り福岡エ 
の堅さをついて、持ち前の K ピー 
ドを生かし述揣ぶを光なした下松 
エのげとり.と、掘岡エの.おせりが 
勝敗をがおした。 

その他邮評判の高かった、上の 
高、齡大附嵩、小松商のいずれを 
絕戳で敗れまった。3画戦で下が 
ェに大差で敗れぶったが1 a 化廊 
6?終始スピ；ディなな擊は若人© 
試合らしくさわやかなものであつ 
た。 


C ゾ！ンでは、2同概で氷姑商 
对四日巧高、顯狼高お北隨なのが 
試合が見をれたが，お吐，商、證沉 
简がいずれ杉地力で辛滕。比軟的 
楽に駒を進めた。潘抓类卸は、準 
々裙艦で対戰した都封エの菁戦に 
より白缴したがゲ t ムとなったが 
G 氏佐藤の好守もあ-り涌_和実高が 
振りがった。 

石ゾ ー ンでは、青森商、盛閒商 
静岡 農、阴取爲が順当に隙ち涯み 
青森兩对盛岡商は燕岡商が.前半初 
め-コン どプレ I で3 点を リ！ .ドず 
る も、 肯森靖 もよ く反擊し、ロン 
ダシュ，—卜と速を幻得点の取り合 
いとな.リ好ゲ t ふであったが、盛 
牌商のペナルティスリ *1 の失殿が 
あり、 青森商の'辛勝となった。速 
なを一故器とずる明星高とセットコ 
ンビホ！ シ ョンを 詔る 靜岡 農のお 
戦は、巧壁の地カボ踐む、青森が 
お明星商の準々決勝戦となった。 
両チ I ム共スピ ー ドに乗った攻撃 
と明星薛の 粘りの あるディ フてン 
义、靑寐商の長身を刹しての商い 
デイブュンスと兩堪相語ら.ずがゲ 
!ムとなっ-たが、搔$.森商の披 
れをついた朗尝高のリ ー ドを音棘 
商 も 見事なザブル スカイ プレーで 
反撃したがなばず敗れまった。 

準決隙戦は閣東地屈3校、中国 


地区 i 掠 Q が戦となった。法跋二 
减対下秘エは下がエ Q 地力が勝り 
つわに卞單棺を捏り自己の.ぺ f K 
で試合を遇忠をのに封し、法郵~一 
商は坚くなりなおの子ャンスもド 
松玉 G K 巾西の好ずに阻まれ取れ 
てしま「た。滿那丧陆財明尝は闕 
窠材 i で互によの巧を却っており 
過度にお盛にをり遇いゲーム遥び 
で鼓合を遐め少ない稱点で競りぁ 
づたが、滿茄実高は終了近くに明 
些乱-のぅフなディブュンスにょる 
退墙にょる機をつかみ.、3連蔬得 
点を挙げな擊したが載だず明：お高 
似践利となった。 

決勝戦は、下おエの迅ををく速 
い。 ハス V 1ク とだん身‘を利しての商 
い化圍ょり得点を毛ね3点を先取 
した©にがし、明星高はゴ—ル前 
の動きボ小きく苦戳となったが、 
下粒王の2本のべナルティの失殿 
で自一むのべ！スをつかみ稱点しが 
スコアと なり 一、 拱勝戦に ふさわし 
い 伯神した ゲーム となった。下松 
は-明お锅 G K 宇田川の前に 化る ず 
きを巧みにつかみ浮かしたシュ I 
卜を多発、前半は戒.巧しをが、こ 
れを誌..^れ巧一二失敗し逍いつかれ 
る 喪 因と なったが、終了 5 々前ょ 
り語すを取り-房し前毕は. 2点リ！ 
ドで終った。 

後ホ地元の声撮に明些高は舊起 
し、巧みなボール廻しよりチャン 
スをつかを、ポスト*サイドを擊 
にロングシュ ー トと多•彩なを擊で 


な逗し、ド私 H も巧みなコンビネ 
1シ S ンプレ ] にロンダシユ1卜 
をがり茲み大髓戰となった。胡星 
商は終了 5 か前ょり阿一一両点のチ 
.インスをつかん.だが、ペナルティ 
スロ]のお啟に加ち師半のディ 
フェンスの荒さが過場に描びつき 
を評-をる t てィブェ X 义がぉくなり 
1点差で惜淑しお。ともあれつね 
に劣强めホで最後まで逆坛短腿9 
那持を持たせた、脚星高の僧翻は 
地-ぶめブアンぶをでなく赏讚され 
る一戦であった。 


女子 


女子 A プ；ンは、予媪どぅりル. 
おす女が吊倒財啸さを示したが、 

K ピ！テイなな擊 とシユ I 卜^を 
揀つ筑紫女、巧みなパスワークと 
フホ-— メ！シミンプレーの， 新鋭和 
光髙の.健詞が日立った。ル、おが女 
対和光商の準々巧腺は、前半ルが. 
巧みがパスヵットかを速なにつな 
ぎ诗なを重ねたのに姑し、和光窩 
は サイドな 撃、 ポストからぺホル 
テイを読い加点し接戰となったが 
後半、を力に隅る小松ホぶがヵッ 
トインや 相手の シュ！ ト ミスを 遠 
をにつなげ地ぶ 热 をと なった。 

E ゾーンは、 i 凹戦前原.掠がお 
磯棉、夙川学院が群馬ぶ姐が窝、 

2固戰を磯瓦が山贴ホ商、補.谷載 
が新化学院と1ぶ羞の袖神した巧 
が I ムが展闡されたのを姑め、激 











うちのエ〜ス、背番号50。 

基本に,おおむ遇キ i まビ、臨梢祐巧に卽 
けるのです U 基本觸巨に後れたが J が 
フ ホーメー シヨンを組んだ.ビタターの 
カタろセ日 0 。<見る•聞<•棘がを一台で 
やってのりるマルチブレーヤー々カラー 

になった 11截 3 役^ 力です。 

♦ビタ 9--^ の i 巧ぃをゎホ、力々ロブ《巧[;1〒 】 日のでちな T 化 EB 旺口が W]- 卜4曰山ピルロ本ピジタ ー{け)イシ 
け PL ホでの-' &. 旧 I-23& た、 ♦を k たが9をしたも.のは巧人としてみ L じなどの化かけ. 巧た化:;[主-’巧4ホじちがIてな司でき S サム： 



白が民无卜角皮され 


しい織り合いのゲ，，ムが多く最も 
激しい.ゾー ンと をつた。 

静岡城お爲、山慰女腐、お川窩 
とかつ ての没胁掠がか々 と. 與を消 
し、举々热腺はを賴が韶本女商の 
ホいとなり、 競本典商は ロンダシ 
ユートとスピ！ ドにのつた カット 
インからの 速攻で先制したが、を 
撒岛もポス h プレ！、ロングシュ 
1卜で応戦したが、熊よみ靖の適 
い攻擊にディフ ぶンス がつき急れ 
ず殿れた。 

じゾ]ソは、お女据せ商.、粉河、 
摩根齿、.植山の遇扳大な出場邮に 
秋山茄评、ぉ腊の十り廉に加え地元 
の-藤村ぶ高と この ゾ]ン 'も激戦と 
なつた。祿衍高姑お巧.和律は、前 
半粉初め不調をついた被田和をが 
ず概し、貨が両商が無山高は太接 
戟のホ延展となりディフてソ只に 
やや战る度相西おがな學めリズム 
を早くつわみ陋ち造ん.だ。 

2网破替お西おが帖偷もがゲー 
ムとなつ化が渡す、2:1のカット 
イソからの浊玻で稍ぶを0かんだ 
演お西が逃げ圓つた-站-亞隣村は 
触閱し3 戰に遮出したが名ホ短 
忖.而の辿い励きにつ吾きれず前半 
は礫敷であつちが槪半つ惠はなさ 
れでしまつた。 

準々決腮は比較咕窠に解を遮め 
たが女短を商と彦蜗巧がの妇戟と 
をつたが、迪いパズワークとフオ 
t ^ !ションブレ E の巧みなぉか 
短が商が走り腿「たむ 


D プ！ンは、期轉された嘘商、 
掘ぶ女.商、那山当商がそれぞれ3、 
3凹朝で敗れ、 U 川、お淘逍一高 
の-脚無村±の难々決勝戦となり、 
日 W 眼坂の巧みなフエ•イン.卜より 
の-強力な'シユ！卜と水海道二補ホ 
口、 K 條の ロンダのだち 合いと な 
った。 後平 円は 掘を 退場 留 .機を 
つかみ一時な4点をリ ー ドしたが 
保报をマンツーマンぞィブでン K 
され、ぺ？スが乱れ、パスミスや 
シユ t トミ スを审 ；わ 過いが丟れ て 
延長强とな6、リズムに乗った氷 
海道 I I ，ながや 「と 逃ばをった。 

準决腮戰 G 小松市女が能本ホ晒 
は間始早々照本女栖に多を圃きが 
見 をれ キャッチミスが見られたが 
先取点を取った度、調子を巧り戾 
し爾チ！.ム共ブゼー.ドのある政陆 
が展销きお體本み商はフリ！ブロ 
1から、小松巧典は违いパスワ ー 
クからポストに、ま-た、カットイ 
ンから述巧とそれぞれ.稍点を重ね 
熱驟とな「たが熊あ女商はノーマ 
1タシユ！卜とベ.ナルテイスロ！ 

つを落とし、をれが得点塞と'な 
っで酷半を終「わ。後半小掉.がぶ 
のスビードが靡り、ディフ三ン K 
の.荒くなった體本ホ鹿はペナ ル テ 
ィスロ 14本を含みられる一方捉 
寧のチずンスもペナ か ティリ】本の 
かおで則き離され敗れまった。 

糸典短か商対堪抑•逼_一高は、 ホ 
游遵 |1 商が下脂を视 としたロング 
とカットインからの述なでお制し 


たが、名か，爲かおも柴田の小まわ 

りのきいたフ王イントインしての 

シュ f 卜と述ずで加点し大接戦と 
なった。摇半おホ短が商は凹中め 
巧守より述攻につなぎ4点を連取 
し逆転ずると共に把を招っての着 
寞なディフムン义で氷滞道 一 ，高を 
W 巧間邮语点で狎えたのにがし水 
船道 M 高はあせり麵睹で単究のシ 
ュ！卜やラフ プレ —1 で遗崩を化し 
引き弧され猎敗した。 

決勝戦は、をみ堀り商0化およ 
く、小較が女の：ディブてンスがや 
にまとまりザ V ドが空くすきをつ 
かみ、サイドから错诚を重ねたい' 
に別し、小悼お女は腰—腺を窟識し 
てか圃くなリ、ホ ー ルボつ.ながら 
ずを戦したが、お古湿が島の荒い 
ディプ王ン K に助けられべナルテ 
ィス：！！により追いつき、邮ホ降 

わりお典猛が高が再二にわたるぅ 
インタロスでチャンスをつぶしお 
巧-に対し、み婉お出は erj の•ぺ— 
スで稱点を垂わ則き離しを。接半 
がみ愚な高にあせりが觅ぇ化ミス 
を賴り返したの.にがし小蜡でホは 
余贿あるな寧で梢.なを亟わ、ぶ羞 
が開くと共忙ぶ女女想が髙の動き 
に遇器がなくをも単発め攻舉とな 
えみお巿お，の止蜡で終った。 


終わりに 


全殷时に本年はお子では 下 較ェ. 
お里お、滿抛ぶ、ホモではかお ホ 


ホの力が無化し，常に安定した試 
を運びが見られたと共に、こおに 
なぐチ！ムが摩く趣られたことは 
高等学披のハンドボ！ル界の標の 
厚くなつたことを.が案に示ずもの 
であり、む醒さを強く感じるもの 
がをつた。 

チームの構成としては、スター 
ブレ-=^4 - 1に依存したチ！ムよ-口 
は全員の-攻守に互る丸の傻輿が臨 
敗を決おした感がちると共に、 

攻擊は最大の防禦なり」のホい 
露の如く攻.皆型チ—ムが成い成攝 
を収めた。よたレベルの向上は、 
テクニックがスタミナの赛成のみ 
でなく、ゲ t ムの-每疆化に対応ず 
る適私なや楠神力の毒玻も大細で 
あることを感じさせた。本大会が 
猛巧め.みでの永い間脚の太会であ 
り1これにげちぶつためには強い 
ホ*と播脚力の蒂賊が今搔め課報 
になることと思ぅ。 

乂を運皆についてけ、太部会と 
いぅ特嫌帶境から施殿西において 
は、すな扫しいもので.ありました 
が、立地条なかもしてお金がにい 
地域へのな故、外部陆•梓の-端ぶ状 
況等、今までの大会にみられない 
悼棘審かが多くあつたことと魁い 
ますが*稱貝運字一孔.となつて盛 
り上げた木大舎の-成靠はぶ派なも 
のでをり、おな都がみ述 A ンドボ 
1ル部を中心とした脚棘者の驶力 
は並かならぬちのがを『たことと 
鄰く驶意を表するもの.であります 




















■インターハイ熱戦の跡 ■ 


男子は下松エが初優勝 

女子はル掠市女が3年ぶり日回目の優勝 

8巧2曰から7日までの6日問，東を‘ A 王すホの中央大学萬一体育症に於て熱戟をくり広げた昭 
和が年度インターハイ。黄子はで松エがを髓で地元を寺この巧星高を大接戦の末降して巧慢勝> またホ 
子は"大本命"と前評判の离かった小極巧かが寅をした輯いぶりで危げなく腊を進み3年ぶり日回目 
の垣勝を飾った。ここにをの熱殺の輔を御蜡かしぶ5。 


勇 


す I 


兩チ^^^ムのスピ* 


シュ1 L 


v — 回戰 

大分责3/ si ぉ VI 高松南 
〔太舞) 2忘 i 。 す(香山 

前半は-両チ [ ム共蟲きが硬<、 
進い度間で進んだが、前半の終り 
頃から-太か鬼めおが‘おく郵くょぅ 
になり、帶半の立ち上り速をで3 
点連取した。な後も商松蘭の甘い 
ディフ正ソ K を踐く玻め、勝利を 
収めた。(清水】 

塔 酒日 fsl 日で大巧田 
S 郁)11819す(山形〕 

技巧の塔南は、終姑甚本にお裴 
なブレ—で瞄利を得た。大石のは 
酣ザに得点山来るチザン K を逃し 
たまま貴後までぺ！ K に乗ること 
がぉ来なかった。搔巧の3 * L を 
つ.くる攻擧、大おののロンダシュ 
1卜と、得点に姑びついたチーム 
の碳利といぅ好ゲ E ムでをった。 

〔燕攫 

富 岡5/巧1?一日 卷 

离捕 ) 2直—り J 1 爵翻) 


力.などにかなりの是があり、素早 
い攻守を見せる富岡は遥攻にげえ 
を見を、またみットを.組んでも早 
い就きから窠々と得点をあぜた。 
渡半に入っても、巻は時がぶせる 
ポスト シュートで寅擧するもの 0 
全口有で曲め卜_げる富岡を追い上げ 
るには化ばず、富岡の讓椒であつ 
た。(北 S 


修 道 3/3 — :: で偉器 
2琶立 91 己2〔長崎} 

山だし硬さのとれない怯が保乱 
にがし蜡造け風、感、啜と3狸橋 
禅点で祀行する。その皆も體実に 
加点するが，狂が保化も晤道のデ 
ィ7ょンスのサさをつき頌、⑩.が 
中央をついでいった。後半に入り 
憶道©、佐か保北®にがしおいに 
マンツ f をかける。ここで假道は 
攻寧が鈍くなり一気に差をつめら 
れ蜡捶一遲一退とをるが、最後に 
K カィプレーをしかけた陵這が逃 
げ助った。(菊池) 

描岡エ駒大阁 
C 厢脚：} 2立—2 T 雷京〕 

攻巧に牟くをつのない福岡エは 
速玻に化ても。ハスのつながりもょ 
く、またホットを胤んでも挽い蟲 
きで瞬於を寄せつけなかった。 
f J み) 

匯館も斗 3 /じ！ U 一 1 倉軟无城 
(お淘逛)王 UIWY (岡山〕 

前半洒チ！ム共セットホ7ュシ 
K からポ K 卜'•サィド、ロングシ 
ュートを法め、一進一退の致防が 
端き幽納を斗が i . なリ .！ ドで歧 T 
涅半もセットホフょソス(ダブル 
ボスド〕から両子1ムな聲するも 
潭稍を斗は倉敷天城の甘いディブ 
正ン K をつきリ r ド、蝶別を牧め 

た。审复 


明 む 3 /uly 一？分，秘叮 

〔お报 ) 2 在 1 这 1 看川) 

立ちとりからのび Q びブレ—す 
る邮おは、ディフニンスで小松エ 
のッ I ポスト、ローリンダの‘戦を 
をおじて適なを连用し靑樂に加点 
をした。か睹エもディブエンスの 
つめに弱さが目立を、またシユ ] 
トミ K も大爭な堪がで見られ、前 
お完全にがおのぺ]スには去つた 
後策秘王のローリン；ダからの力 
ットインも淵子を出し迫い上げム 
I ドになつたが、明ちの足を使つ 
をディプて.ンスの前吟もぅ一つ力 
が扣し初れず終「た。 ( 干野 ) 

新再お 3 で IG 一 2 强 西 

〔愛雙2品—色1轟本」 

立ち-上り両ナ t ムお顆張気味で 
ボ！ルがキにつかなかつおが 、2 
み、新诘扳•高岡の碰欢ボ決まる 
ついで横山のロンダシユ 3 卜と新 
巧妈がぺ！スをつかんだ"これに 
がして强担は述欢をくり驻し出す 
が 1 最徑のシユートが決らず苦戦 
する。彼半、新居跨めこぼれ球か 
ら謹玻につないで追擊が刚を整え 
たかに乱えたが、新お鸦•げ禮め 
強引とも思える突つ这みにディフ 
ユンスを 割られ逆與を許す。をの 
凌一遇一退をくり返すがディフュ 
ンスの是ボ出て、ジリジリと新局 
猜がを•の差をにげた。辅に新居滨 
杠技牧野财がずが光つてい.た。 

( 失澤 ) 

四日市エ 7 ^巧 ts 一 7 近をが 

三一-貴；) 2V : 2.19 T (赢知) 


のび'のぴブレ]する凹口ぶては 
ロンダ、速攻と遣々と得点し、前 
半」充八止に四日ぶエのぺースで試を 
が巧われる。高抽は個人捷になり 
がちで、円 y がエのディフょン义 
をくずす.享がお来なか「たが、サ 
イドからのシュートで语鹿をあげ 
け 1 U で前半終了。倭半に入り高 
知も？！ンビボとれ得点をあばるが 
前半の.恶をちぢめる声が出来なか 

った。基驢) 

滿お実互墙强エ 
〔埼玉：！ 2立—〔摇取) 

立を上〇シュ—トミス、パスミ 

スが肖なったが、補和実は先取ぶ 

を颗っでかる帯ち蕾きを取り馬し 


捶裡ェの細ない 


ドをキ！ パ’ 


からめ連政で姑点し、前半は W が 
3 と；あ时な艇後半も禪巧実 
はをちでよく走り昔実に加点、楽 
な試を運びとなる。墙禪 H にもう 
をし-兀気きが跨しかった。攘瑚】 


化 

_町個井；^ 



-班謹 


前ザ闲学陪板木はセット玻擧、 
北踏は述攻で得点をぁば攘戦であ 
ったが、終了暗卵北陛にキブッチ 
ミス、シ^ 1 トミ又が姐て巧点が 
開いてしまった。後半も两テ T ム 
化ハ前半と同じよぅなゲ！ム展銷に 
なったが、化陸が，技くおり同点と 
なり延長に入る。班長戦は穂極的 
に攻舉した化陛に淵歌が上る。 

<:辟山) 














都島 h ! 4 f 日で学法お川 
(大版一 lu'—G 了〔翻捏 

:学法石川は骑岛玉のェ 3 ス仁蒸 
を徹底したマンツ！ ' マンで守ると 
いう廉をとったが、速攻でのパス 


ミス、 


.マーグシユ！卜を.苗と 


すをど丽半は 81 日と部島 H 擾勢 
で轉る吐をザも学法だ川は得点チ 
* ン义を。ハ K ミス晋でち補した。 

霍台 


巧 2へ St 己'了巧 哥 

革裹 2 忘 18 Y 〔法禪) 

柏は神端のパスミス、キャッチ 
をスからの：逝風やみットから遺々 
と得卜姑を加える。一ぶ神靖はシユ 
] 卜をかつも柏 GK 江口の择守で 
前お W 13 と太苗くリード、後半 
神馈も相のパスミスを得点.におび 
つけるもがの义ピ I ドが ' 牌る 。' 神 
埼はディフュン K が課 . 遇。 ( 摇円〕 


盛岡商日で—7一9 A 情エ 
(川ち手) (.强真') 

なも上り丽チ]ム共がールが手 
にっかず攻單が得点に結びつかを 
かったが、3か半兩岡商がサ！ド 

シュートかをのぺホルティスロ] 
をものにしたのをきっかけ化、强 
m 、 獅田の両口*^ダシゴートを軸 
にして稱点.を重ね.、 U 対7で前半 
終了。後半に人ると八晴 . H ボおお 


■ィンタ—ハィ•男モを見て！！ 

か野奉昭 
语勝した下が H 〔山口)は、欠 
义に痛校をらしい、がが兼の残 
るチ T ム であ「た。をに よりち 
加'か間の試な輯問1砂たりとも 
気を極かず、あら呼るプレーに 
全力.をつくして-いたのは、素南 
しか「を。 

全んをつくす、最善を0く乎 
ということを110樂で川すのは、 
簡單だが、お際に巧頸で示すと 
いうのは、相3の潑麵と、よな 
どの精進力がなけれ'^お来ない 
下松 T は、最初の試なかを決 
搬まで、そめ驳势を巧き迴した 
L 秒たりとも気を抜かないと 
いう還于の勸きは、相于に辖点 

を禪われた去よ、まったく気を 

落さず技聲か K 口 I ホ y に•同か 

つたことでも化かるし、，得点を 

奪「たあと-日彼に円降へ罵り 

昭子の攻畢を诗ち睛えていたこ 

とでも かかる。 


こぅしたスホ^^を岛につげてい 
をチーふは、年々少なくな「でい 
たのだ。 

下粗+丄の腿閃は、もちろん、去 
ぅした稍巧山ばかりではない。 

一人々々のディフュンスカは、 
显本に忠実でみがかれたも Q があ 
つたし、盛撃力ち、全員が技巧に 
をらず K ピ ー ド-本の自信にあふ 
れていた。 

X 口1からな换開も、 




フリ 

時に横里、時に大たんで、理論构 
に組み立てもれたらのであった。 

下松卫は、腺つべくして陋った 
といえる。 

竿漫碟の輯显〔東な：！も捂ホ t ム 
だった。特にディフ王ンス公強さ 
は，下妆王に劣らず、巧りのょい 

チームが、庚勝ををったことは、 

今大会八4|披の評晒を.苗げるもので 

ある。 

この-ほかの子 t ムでほ#森商、 

盈岡搞(おホ〕のおお教、稱和実 

業学阁霉；韭> などのパワ r が目 


についた。 

<止がに、•各校のホカ遇.手が、 
中翠時化かをのキ * リアを话か 
し、プレ—が多彩になってきで 

'いるひ 

中学界のおおが、な校 I かにげ 
發颊【を与えているわけだが、を 
れだけに、今乾に、ますます高 
校指肆をの毁臀が問われること 
となるう。 

終巧-に、今年は、大なの大ザ 
がインドアで消化された夕 
見る側の巢み感、柴営概巧巧 
很さといクメリットはあろうが 
やはり、インター.ハイの醒飄 
味は'萊天下のダランドに、脚や 
けした身昧を、ぷ「つけかわせ 
てこそ、にあ-ると思う 0 
半ラギラした夏の太腺の下で 

走り、投げ、跳ぶ姿こそ、，あず 

の：！！本 C ンドボ]ル界を荷うお 

ぃ力- ^ 导う思うのは、极だけ 

だろうか。 ( n 本協を強化部裝 

全：！！本巧子鹿お) 


に近い b げたが同点にするのが精 
I 杯で り！ ドを嘗ぅことが把-萊ず， 
蜡利は盛脚瓶めものとなった。 

(後穂) 

靜岡農 l / SIH 一9迹 田 
C 那崎 ) 4式 — UT (補磬 

即始早々テンポめ速いな攀から 
2点を述取した薛岡農ほ、その钱 
も-でット、速攻と素！ K い攻擊で祀 
阳を化倒しつづけた。地巧は齡半 
V 】分鳥福がかえし2が1とおまっ 
をのが精 I が、鑑4ロカに蛇る靜岡 
惡を巧月、窥ボ軸となむおををか 
しての宗晴しいな撃を見せでくれ 
ち-ホ浊旧は技が的にも申や劣 
り、ゲ1ムの磕り卜；.りをおいてい 

た。 fil 岳」 

去—.丑 

叫吾一 1 W 19 〇前 風 

(齿城。2 2!0日.(神疆) 

— .y 

試を閒姑早々祉な I は P 了、述 
なで逃揣3お。 I 方前原は、兼本 
のサィドから口轉点でベースをつ 
かを、相をミスからの碰な、をら 
に不正京化1人退場の時に2稱成 
を加え、前半終了间前に速攻で1 
点リ r ドで赔る。搜半に入り前原 
は GK 荒木のが守と迹あ、7正ィ 
ント.かを似シユ T 卜と得点を巫か 
たが、化台も終/庭丽に燕、西江 
のガッツあるブレーで同点に追い 
.つ咨狸景に人る。延長に入ると今 
までロンダシュートめ块まらなか 
った贴昔，大平が n ンダシュート 
を巧め、きらに太平のホットから¬ 


の品13 j ド (京毁 


のドリブルシユ t 卜で9 5ド、前 
原も後半に入り同点.に追いついた 
が、龍台 GKQ 巧プレ-—から速玻 
で仙を一が逃げ巧る。(島坦 
▽ 2 回戦 

愛 知大分お 

龜搜是さて(大分) 

丽半擠チームおミ义が目扣「た 
が、変知が述攻で责々とおぶをあ 
ばたのにがし太かおは愛知のディ 
フユン K を削すをが山来ず 、 ut 
5と愛知りードで前半終了 e 後辛 
に入り太.か鹿もボ—ルが良く一一っ 
て稱点をあ-ばるが大切な所でミス 
が目也.「を。{.其藤：) 

法政—. 

〔巧奈 W ) 

シユートもに職る化破’一は、中 
お、琳出を中必に口|リングから 
力都いシユ£卜で楽々とリ！ドを 
をった。塔庵も景をまで必死に背 
い下「たものの、法披のディフエ 
ンスの壁をなかなか政れず、特に 
法披 G 区上腊.のな歳なボ f ル.她逊 
も良い玻醫を主み化していた。 

(北ま 

省 岡 9 /巧 1 S 一 添 上 
(那馬.) 2志—(禁段。 

富岡お立ち丄りから貫己のベー 

スに粟り、速或やボストブレ]で 

得点を量わる。これにがし添上は 

青岡めディブ王ンスを挪る事が出 

来ず、シユ ー トミスやバスミスを 

くり返し敗れた。〔和田) 

修 道7芯— gv 。 較阜商 
(に島)日—7 Y (崎阜 ) 















MGH 2 ¥ 4 , 5 日 D ( おを巧) 


デザインが感触が新 


flfl 星コムエ業株が舍が 

に烏-ま京.大相.をを运，？是巧 


君の麟喊 


■ . 

Mikasa 

ミカサむン於が■が 

■ . , ■- 


スピ t ド 則岐阜に針し コンピネ 
—シずンをよ 体とする陸道は、立 
ち上り動苦 J の濁い故#^のディフ 
玄ンス を破「てリ！ドずる。蛇を 
もよぅや勁き出し、パ7ブルな 
シュ I 卜でぶい上ばるも追いつけ 
ず。使半に入ってが死になめる酸 
阜の巧 n - のノーマータを防いだ修 
道 GK のが-ザもあ.り、扣分坡単な 
1点泰に迫い上げたものの及ばを 
かっお。.(化井) 

癌闹王是 Ml 了で k 巧 

蘿關)又にーァす兵 S 

调岡ては長晋を(池巧順靴、浜 
口挪仰) 3名にお魄2皂と巧據蜗 
な乎 f ム难成で、加えておを祐っ 
た玻•ず■まに乎 I ムの棉巧が化 
ていた。これにがし上巧は主将.か 
蝴沉を中、むとしてょくまとまって 
いるが、シュ t トカにおいて權実 
さ.にお'けるところが友-り、これが 
蝶敗のホ*中となった。 b 巧 GK 井 
おのが守が化ったが婿を飲んだ。 

(た毁 

闽航有斗1で—りでお 河 
(化術道)リ"一命—9」1 ( 和術山〕 

陋端はブダクを利巧したポス 
卜の间り込み、粉河はサィドのず 
をし攻擊で前半は I 遇 I 遊。徑ホ 
にんり函賴は顯姑早々2本の PT 
をミスしたが、樹河はな馨が単那 
で yt ド山來ず、ぶに U か趣稱は 
ブオ I . メ —シヨンからの得点でベ 
] スをつかみ、速成’も化るよ.うに 
をり.その-まま逃げ切「お。(島姑) 


U 川 8/ yl ? 一3巧 お 
(山選置パ更 

立を上り-スピ E ド雷-かな口^ —リ 
ンダを學か&ミドルシュートで光 
巧した明ちだったが，ホ柄、パ ！： N 
] で職る日 W がぺースをつかみ前 
ザ917でリ r ド。後ホに A り-明 
がは持ち丽の K . ピ—ディなお舉で 
素晴しいおりを見せ 1 点差まで追 
いつめたが、地力に胞る aw が卞 
くも逃げが「た。(校山】 

下お，丄又219 一4新を浜 H 

由；.真'け一日 Y C 蠢)' 

悼姑下松エが靠乎をとり、モ将 
香井の巧みなブレ t 遭で贵来に加 
点し前半を殺：了した。彼半、新居 
お王はをリが墙，なく、しかも攻學 
。ハターンボボストブレ t に固轴し 
を為、下化’丄の一襟防御を端せず 
ミスを速なにおびづけられ敗れ 

た。(栗貴 

氷 . 風 If 日 I リー H 的日ホ H 
( 育山 ) 2立 — 9て ( 一一一重 ) 

がチ ー ムの对微。酣ホはどちら 
も主谭稲が醒れず一遇一退0ゲー 
ム展閱でぶ約.におり适した。後乎 
に入ると四日お王は2点を先取し 
たが、が思の追華ち すさまじくま 
たたく閒に：！ぶとしぺースをつか 
杳四 g 巧を喪き故した。〔後輕。 

浦お妻31^け— 3- な謠お尤 
(埼韦：}互が.的了べ鹿化む固) 

ホ避は巧いにべ-" K のとりをい 
好 I 逝 I 遇が極いたが、前半.3! 
5とリ E ドされを願南はたで続け 
に/ 1 マ； クを 落とし、告れにつ 


け，込み補和おは速な、を驳.なボス 
トプレ ™ ^と德々にぺ！ K をとっ 
た。後平に人っても噓おはち谭福 
を掘れないまま互角に進めたが、 
がホの造'が腿取を決しち C 黑扭 

轟巧リー ly — wl ゴ 

疏于—ム共大きくボ f ルを先南 
に振り述い郵きを見せるが、皆い 
ディブ H ン K の壁を皆易に販れず. 
一遥-退。搜ずに入るや両于 I ム 
共鋭い滿の巧り込みからシュ t 卜 
を狙い迫いつ退われつ。神 GK 巧 
ご一の がが で 場 巧太 執が。 しかし、 
残り3がの巧で踢沢同点とし、歷 
搔のかに身かごとゴ r ルに鼎びぶ 
むよ'ぅなシュ— ドを決めゲ .1 ム'を 
決め.た。邮チーム强閣のがゲーム 
でぁった。 C 大墙〕 

部爲 H ぶ(パ：：。 U 勺 
-闽チ ー ムおよく走り小如睐よい 
ゲーム展關でぁった。報遵王域7 
王イント カを武熙に、小が王は 口 
!リンダホフエン K を武熙に、前 
半，吐いにゆずらず。植平立ら上〇 
都齒エが速攻で3点违取しおこと 
から-小林王のバスリズムに多かの 
狂いがおじで迫乃をおき、撼命に 
頑虛るが都鳥.丄の巧さにかわされ 
てしまった。 

青赢俩4石！6 一 3 6 
C 靑森} 3 1卽 Izr ，ネ 

が办に職る青森曲は親い切りを 
みで日か過ぎには5 1 リ】とリ I ド 
地もブェイントから？ T を詰って 


よくない下ったが、能半め.路りに 
は述なで#無前は一気にり]ド、 
円で卽卞を雜で。觀半になっ 
てち靑接がの K ピ—ドは貴えな加 
「.たのに肚ス、がはイ！ル丽时龙 
りが拐くディソ--ン K の壁を强れ 
なかった。 喬謡.】 

かち！一りから盛岡醉のおを距っ 
てのローリングからの-乃' ットイン 
シュ[卜は巧えた’をのが'あ.「た。 
守っても G K Q 好守が茹化を巧ぶ 
しわ。悼江エはツーポストからの 
4 ーットブレ—にいま，つ決め平，が 
をく、述迹おを詐寸雑なブレーが 
巧しまれた， (で野；) 

熙岡溃 Hf ' b — 一なで岩 弁 

郁半普抬亡腺る卽岡載のロング 
シコ！卜、的井のサイドあるいは 
ポ K トシュ]卜とお置いにセット 
ホフ王シスからの惜蔚に王るゲ t 
ム連びとなったが、両チーム共ミ 
K のをいまま脾了しお a 徑半.に人 
り動きのなくなった惟糊が辖赏の 
述攻を人れ着々と得点をあげ鞋井 
を喪き姑しわが、静岡回ディ7ェ 
ンスボ良ければもっと楽な試合展 
關になっていただろク。(が木。 

蜜堅里て^を一 

魄を坚いず〇から-3、籍が投 
くまり述なをかけ专マイべ！ス。 
茲いパブロ！夕から-日帶めミドル 

2番のポストで营々姑点、。一方仙 















な巧さむデザント 


いくつもの 
勝利をかさねて、 
神話が生まれた。 


世巧のピックダームで巧をのドラマををんできた了がイク‘ス 
「 A ンド'も■ルウェ巧。スボーツ刊学じちづけされも摆能も 
むだむなリをがレたでクショ XfJ 左めのデダ f シ。だから.鉛え 
めかれた巧化でぶ別壬ど-それは呆 U 、 


でデ f ダス"ンドボー j レを巧ウェア 


I ■ I A ^ 

aaidasw 

HANDBALLWE … 



-mol ten 


こもんびごさい独時のリブ ff さがとパ不 
ル間段差。この";巧面体/ンスリップ 
楠を"で確々か T ろ巧 I りをつけだした 
モルテンパンドボール戍さらにナイロ 

ン糸甚靖なおがこし•すばら U 、耐え 
巧、其琼化をも奠班して.日本ではじ 
めて闻險ハンドボール述盟け化の 
を誌を植待。バンドボーラーの圧柄 
のなん気とお賴を巢めていまち 


•.，。が—* 劍 

のをなをげ.リ H ん> 巧 U 


•宝因ドす一み 
よ於削.口齡 


みブムエ觀は式ち巧 
巧さ巧西因.货 JII お巧Iぞ a 号テ733 
«tOa り2リ ーI3SU が 


独自のお面お 

ノンスリップ巧造で、皮彻め人おを誇るもレテシパンドボール 


7 























を-なシユ I トボ甘く明虽 G に宇 
巧 W を破れず、述に述攻をされる 
盈い バタ I ン、 3 替の ミドル、 7 
番のカットィンが光った。前半巧 
— 5 と 袖 M が 走りで贺 .き 被，して熙 
了。'後ホげ贴台 一はシユー トに持 
ち込むが GK 宇田 W にががされ、 
7 番、 4 番にロンパス速攻で加点 
され差は閱く试かり。カットィン 
においものがあったが、明里の守 
りは塔かった。' 明をのをり-と GK 
めがずが日立ったゲ；ふでをった 

Y 回觀 


却 


法披 I ‘挪不 N 5}巧愛 

立ち上り法硬二はやや邵くなり 
その臨に愛如が速ホでリードを璋 
ぅ。中盤かを点のとり-をいとな可 
たが.、法段袖旧の活鹿で泣ザへつ 
なぐりを半やや疲れのかた裝.細の 
ディフでンスをついて縣盤に追い 
つき逆転した。(化井 J 

寅岡或巧3卽睹道 

酣$造が先乎をと.り皆岡との， 

一遮.一退が磕ぃゎ。短半日かから 
?かにかけ音脚は修遇のシュ]卜 
ミスを.つき述玻で4点を连巧、 U 
I 巧としで、王導相を超った。値遺 
はずストプレーにこだわ「ゎ感が 
あり、大寧な嘘•柄での無理なパス 
が潭後まで！ NL - 富岡に雨した。 

(雷ぉ) 

福洒1 S 3 品ぶ両瓶を斗 


-T が ^ 里郷 u)s 


絕合力に腺る福牌エは、開始早 
早速玻で得点を疏ければ、画酷は 
书ットから、ぶ相乎のミスから樽 
点を過し掉ゲ]ムであったが、中 
棍に入るとやはり桐岡は地力.の差 
をは f きりとぶせつけ ふり 朗っ 
た。福训エの GK のがずが光っ 
た。(ぉ井} 

- 5 1 r \ 

U 川 

両を立ち上りからぶの人った攻 
防で、3かド松が相手速攻めォー 
バ！ステップから迎速おで'先取す 
れば、 t ：! 川もブリ IK 口 f から-巧 
円の-ロンダで返し『遮：退のを盤 
だったボ、9か半 U 川-巧旧の退 
場の閥に 6.’—3 と下松が リー ドし 
て波に乗った。りードされわ ： nw 
の余裕のをい.玻めにがし、下松は 
速な、遇おともに巧え、トリッキ 
.i なブリ — スロ（も決めて巧'—7 
と大きく駆いて前半を終った。溃 
半に人っても下松巧が謂は綻き、 

暫おなデイブュンスで口川の酷巧 
なシュートを盛攻につなぜるなど 
して蟲实に崇を開げ太腮した。 

径藤〕 


都島 H 里巧^;5霜 '沢 

ツ . ^ ボストから' 口 I .リンダ、ホ 
ットイン、ロンダなど両チ]ム同 
型四攻めのパタ—ン.で一遇一迫で 
义ク]卜したが、郝島エのをりと 
师かいパスが’技くシユ！卜に捕び 
つき加点すれば、疆がもお度から 
のロングを多用し迫い上げをした 
がディ7王ンスがぅフで P T を許 
し变き被された。(千野心 
ぃ民燕商の(パ处け盛岡商 
前半盛岡輔が9おを中'むにコン 
ビプ レ！ で3点り[ドするが、ま：： 
蔚商もょく轴り间点で終了。搔半 
兩チ—ムおよくをり、ロンダ、速 
攻と得点め人れないとなるが、波 
了問ぎわ#森商が攝けて藉点を丸 
れて3点差で逃げ骑る。盛岡商も 
度く頭張ったが、大圏な所でべず 
ルティーのミスがぉたのは惜し 

ぃ-冥暢) 

明を誌 U ぶ静岡照 

スピ—ド、述なをぶ器とずる明 
おと屯ットで コン ビネ r シ3ンブ 
レ—を語る階岡度めが蜡は、明驻 


禍和吏巢巧 s ’) 巧が 猛の正確なツユートからめボ.イン 


涵ナ11.ム出ハ立ち上..りからよく自 
舞のベ.1 K をザお、チ I ムの.特長 
をスビードに乗ったデレ I で十か 
に山していたがゲ—ムであったが 
やや個人巧に雖っでいる滿和実が 
.粉利を擅った。 


と迹なからめポィントが上凹って 
丽半と稱關農に葉をつけ 
た。搔半両チ I ムの G をのがなと 
速みのぶ戦なぶるものがあった 
が、ズビ—ドと定力に勝る.巧をは 
3、2巧あをを場させるホ探を見 
せた。轉岡農もを半のロンダ、々 


ットィンの：おい上げは索晴しいも 
のを見せた。 C 千野) 

〇畢々決職 

法政 M 命！扯の宮 ^ 

陌 U り U 73 0 561 —UGU 一！^ 

剛井山 岡 W 川円が山間木井田 I .. 
悼む奇にを相ち箭被風戌楼岡 C 

1 ’ 學觀 Is 


fJTl- 

朽 

G 

件野沢* H 井出山田津中田お 
1 田 W 
化上疵ホ；江坪原惕刚か m 巧础 
得〇 U 5 5 2 3リー7 〇 〇 U 〇 I ^ 

化耽二は隅始早みから K ピ[ド 
あ-る攻県で得点を巫わ、错 U 化沉 
のリード、袖巧の活稱が化り、一 
方苗岡もを政二のシュ—卜をプロ 
ッタし.、ぶ G 広からのボー.ル.を巧 
.くつをぎお点ずるも荷半を政-りぶ 
リ ] ド。を單言岡は述攻から連攝 
得点し、化かには同点。その後一 
進’退め攻防、 U 巧には皆岡2人 
遥墙の問に法政リードし、結局法 
政 1. が腺利をつかむが、両チーム 
スビ]ドぁるがプレ J の続ぉでぁ 


，た。 C 樞旧：} 


おで里邮 Nsk 禍岡 H 


^ooroRn-lJln^ooo 
門西.み本ぶ永円本本本 
K 好 脚 岡 
广中帯巧鼻お前ん久睛 

G I 

r ? 擴島旧井ード B 口旧上賴上 

懦セ中池松滿离お爵 ir ぶサ 
蹲 D 〇 1 7 〇 5 S 2 P U 〇 U 


: i 主目 ncs 悟 


孤 


ゲ3ム硝始から K ピ—ドに衰る 
下■稱エは、述統な得点を あげ ま導 
權を擢った。一方福岡てはを調な 
シ -1— トミスをくり.超し、3 
で下松下括利のまま前半を終了し 
た。徵半に入りぺ — K を取り属し 
た楠岡1はタテプロから-のロンダ 
シュ I 卜などで点基.を.つめるが'、 
ド松 H は稲类にシユ t 卜を決ぶ、 
2点差までがくのがやっとで窮っ 
た。下秘 H の攻寧は速く、ボ！ル 
を持ってシュートまで抓秒とかか 
をなかった。 〔淸氷) 

鋪和実が一 


得〇 〇 13 5 〇 21 U 〇 U 〇 
尉旧崎井山睛中巧留田原林ぶ 

け福淵 お扣 上じ和請小朝 
に 


け鄰故 


H 




5 

.( 

日 

Ti 


則藤 W お木 i 子津巧子祕野 

M がお茂轉おか金辆池增お嚷 
01 K 3112 0 0 OU 

浦巧実の廉勝かにぶえたこの I 

戦、 郁島 H の尊戰で前半終了閲ぎ 

わまで五おのゲーム。顆晶てはず 

「ては禍巧0がずとじ義を，中ムと 

した口！ リング戦法で浦巧巧を巧 

しめた。衝半に入っても椅チーム 

X 共白熱したがゲ！ムを质關、祁盧 

を故寧するも GK が藤に阻まれ、 

打もさ一歩まで迪るが、浦お実は最 

飯まで蜡んげり、残り曰かでお宰 

3 ふり切った。 (111 枝) 

お晒.里艾け^)巧背おお 
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5^田截巧藤田ぶロム特驗内田 

睛山み娜弃前田山張鶴を倉福- 

得 OQ 4 3日413.0 -QOO 11^ 

互いに K ピ I ドに乗「-た攻撃を 
展酣、これを背森商は高いディフ 
L ンス、巧畏は抱りのデイフでン 
K でずり合い前半相譲らず。後平 
W か過ぎあ-たりから明星の K ピ！ 
ドが腺り、青燕邮は高いディフて 
ンスが影をひそめ、峭星のロソダ 
シユートボ.挑まり.化し有利になつ 
た。しかし、青無商ちダブルスカ 

イを沈めるなど嚴彼まで一难張りが 
ゲームであった。(斉藤〕 

▽準決臆 

下お H 双が—浊政こ 


巧〇 0. 9円8 4つ14けむ〇 〇 

幻巧井本木お田本本ぶ 

^谷 岡 蝴 

巧中、香相青阳 前山义橋 〜 

苦-謹 


K 

G 


の掩野が上み巧山田津中凹米 

ち ぶ ^ 

^上波を江坪原描納み田菅哪 

得0072 Di 3 7 0100 


把 



下秘£はポールが手につかない 
法政二のパス、キャッチミスから 


の述攻や独恃のフ" 


，スロ^ —かを 


造実に得点を 加える。 そ訂に姑す 
る 法政-一は、シュ！卜を下#丄ぶ 
G 区 中西に阻まか、爲极までち導 
權を摧 ることが 山 来なかった。 下 
がエの K ピーディな欢擊に法缺二 
デイブ壬ンスは戚後までほんろう 

きれた。靈雙 

巧里。{い u ) s 浦.巧票 


语日り121142 UOUU 
川井静靡：®^川松せ司 
巧巧聰野 啓 
n ず I 斟田あ佐山ぶ泻义桜挪 

K PF -3 -T 

G I 巳ぉ千單 
W 碼 m 垣木神が子津田補利木 

M をお鹿鈴おルを翻池お谭尘 t 
縣000610120 UOU W 

而チ！ム共遇い試合通びで日 1 

2といぅかない得点で前半を隙了 

しわ。後平に入り"両チームお動 

きが速くなり速攻も巧だした。龄 

了直前、浦和お..が速なで3述揣傳 

点をちけ'たが迫いつくことは出来 

をかっお。浦和はシユートを明を 

GK 乎巧川にがずされチ*ンスを 

つぶした。 一ち、明星は裡和妈ク 

リーンなディフユン K に比べ哲お 

退場を多く出しビンチを迎えた。 
S 水) 

▽ホ践 

ド松王け{训明 を 


得〇 〇 5 4 5121〇 〇 〇 Q 
剖西井本水永田夺本ぶの化 

び中 L を相青：^ 前史橋 ■ 

脚 凹需•巧覇) 

川井倉顧怕がお川：ホ黒司 


さ 

2 

C 

T 

P 


ら立松が決めて414のタイ。そ 
の.疲両を1ム臣にのがずでゃゃ化 
戦気味。乾平け両チ E ム骑ち前の 
力を発揮しがダーム。光手、先ホ 


と噢く下乾王、遍い七げる明 M だ 
が、本ふ会随一のずりを見せる下 
梓 HGK み西の前に涼を飲んだ。 
(.一二枝) 


鸣町德.野 イ i < 
咖芋新田記を旧な；お搭目那< 
口 可 U 〇1け 3 クー 7 5 〇ひ〇 〇 U 

速攻、七ット化ハに武器とする決 
齡戰にふさわしい前チ！ムだが、 
邮婚早々ょ.り自己のバ I スの下松 
王を上からの攻撃の出ない明曲の 
n 差は、前半ほかまでて松てを利の 
U ゲ—ム戚開。 W か、巧里は速攻か 


■女 


子画 


H ——— 
7——ご 


卽 fuli 





震 sr 遇—。 前列ち端 


1>(回酷 

盘旣お城 a 、 

(岡山}止 

窗敢ぶ城の先取ぶで始まり、国 
分央.も抑平拷了聞がに追いつき P 
T でぶ転413でが平終了。棲ザ 
倉贩で城のミスにつけこみ国巧が 
抽点、视了 5 :ザ前ょ.リ箇敕天城が 
おの迫 t けを見せ羯り3か1点基 
とあい t け、2かには同点、終了 
寸前に遇転、みごとな追い上げは 
宗晴しかっお。 

和 がさ i け — d ー マ 新居骑酒 

(埼き 1 U 13 一？(愛雙 

前平はお立いにボールが手につ 

かないといづた施じでブレ T が雜 

になり、パスみット.されて速攻あ 

るいは迎遮なのヶ I X が多くみら. 

れと。槪平は-打ちをいになった。 

和化はポストプレ—を中んに新居 

妈捣はロンダを中もに玻磐。シュ 

t ト ミスは お互いに 巧 立ったが、 

チャンス0多かったが光がち利に 

試かを逍めた。(大化〕 

青觀担日、り一。\?骄摘江醋 
(背森。ふ214/?(新瀉) 

專盛は立ち丄リ新翻に南の大型 

ディ フュ ンスの前から毕純なシュ 


t 卜玻.撃で苦しんでいたが、がザ 
中ぽおら-ポ] ル ホットからの速か 
で碼先に得点をかきね試なを決め¬ 
た。 一ち新辑に南吐 3 番お原の-火 
型シュ—夕！に得点をしぼり.‘现擊 
するが见はをかった。(藤瞄〕 

節脚丢学丄、一日極結幸閒 
蝴〇姻糊〕712 J C 北.海遥) 

7分後画鉛ぶ子 S 藉のジ y グン 
ュ I 卜がまむよぅやく 試ん， 口ら し 
くなってきた。闽于1ム共お郎な 
報學とディブュンズのけさから措 
弓穂に加ぶがをく、ぶミ X が多く 
5立った。鎌おの滕闲は、後卡の 
上野のボ I ル化しによる3番石お 
7番も川の速改であ.ろぅ。 

高橋) 

明动が幅乏口— l . r 就が法 

(干葉)王巧 ii (香川.} 

立ち上り昭和。 S 菩裔坂がペナ 
ルディ I をきめ、太型チームらし 
い割きと体を使った多おなプレ t 
で蔚祟に巧点を軍ねお。一方商枠 
ぶはル泥をがもおく颤いていた 
が、バスの正確さにかけ昭和に遍 
いつくホが出来ず昭和の一お时な 
結合に終「た。〔浜墅 























滋養強化-虚弱体質じ 


この！のの巧ちでご巧 K < だ S い* 


* に扣にく姑おエキス • ピタ吉ン己 >‘肝 K 巧柜エキス • ビ S 与ン艮 wB 曲 

丰化才 eu 

■巧お入が. w を，牛ち•ビ9百シ曰 I * じんじ < を比!エキス»巧 

IjTlKiiL ] での 



スホ■ツを 





健康づけは毎□の快眠•快貪から…- 
をれじ適度なスポーツも夕:かせません。 

私達は皆祿の備康を願って _ 

薬馬づくりに努めます。 ク W 々運す(霞品が志 t： 芸な 


摩歡 

み^たけ 



.ネ 化了お3太反ホ巧*色巧み3了且1*39そ 
T 正船4己 S — 曰9〇 I — 

中 A 巧无ホ干7巧-64な扭だ甲田町太ず T 甲立】抗4 
店 ft エ U TEL f 朋•脚日け33 I 


巧術と K 巧 


ヨアン•クンス t ゲルマネスク著 

木野実、お山茂當修/中村 I ま訳 

A 5判上製/を価2日日0円 


邱巧撤なの理論家でル]マニアの 
ハンドボ！ルを世界一にした昔を 
が、一流邀キのド tM と型尝なイラ 
ストで评技術‘鸭藝の決定版。 


■スホ t ツ入巧双書 ■ 

八ンドボ— 


宇津野年】ま/ B & 判\を価自〇 
0円 チ ー ムプレ t じ発戚する 
-1^ 前段隅の"ンドボ！ルの强砸 

をわかりずく照く入門鸯 


巧 

削 

社 

ン 

ジ 


间スホ1ツ•ル—ル -A A ドブッつ ■ 

ハンドボ— ■ルがもッ •ゥ 


妄感純光著/おま判\ま咖4 3 〇円 
おん者 じら 完全に理關できる明快 
な解邱選を、をび！の実務に 

たずさわる人々にとつで格が.の弯 


ハンドボ—ル巧本 I 

苗 

宇津臀年!著 A 日判\を栖自 Do 巧パス、ドリブル•シみ I 卜などのお 巧 
本お術から、な竖，お御のお巧ををち其を网挪でお語ずる。区 

最新八ンドボール巧術 <防御編》 I 

宇重野年-著 A 日种\を砸 8 S 。 巧璃(ンドボ t ルにおける化御の宝 胡 
_ 要おを：^^||、寺リを留くして强くなをっといぅ于1ムじ最靖- 童 

最新八ンドボ—ル巧術《攻撃編》 

宇幸@ 年-著 As 判/を栖1300円個人的巧お f とチ t ム攻辑法じ 
) かか化、それデ44^的な枯術、練削法を詳しくが説する。 
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( 4 —5バ 
白 —— 7 _ 

}，《」 

立を上り3みお禪がサイド上り 
先取。ずぐ前原が ぺホルティ]义 
ローで迫いつき、乾い守り-、早い 
つぶしがが磯の玻攀めリズムをく 
ずすが、搪半ぶいこまれ1点差で 
前半終了。後半ずぐを磯4甚が中 
央フ 1イン トからカジ トイ ンボか 
まり同点とする や战攀のり ズムが 
出前原をひきはなす。両チ t ムよ 
く嵩阔したが、 アセリからミスの 
多さを歲い、をの換明昭がよく思 
いつき巧り犯秒といぅところで同 
ぶとし延長に人る。延焉に人「て 
も I 遮-退を掃け1お造でお磯が 
逃ぜ尝る。 〔 W 嵩) 


11 齡 f 



番のホィド等で 1 点り I ドそめま 
ま彼了。_両チームおよく 守り走っ 
た。' 梅まれるのはお女短が火每な 
祈で PT をはずしたことだろぅ。 
(加鹿} 

添 -H 日 f.K 16 一日 米沢ホ 
(藍 ) iui J 1 〔山形〕 

前半滿上めフォ —メ！ シヨンプ 
レ—、早いパスからのステップシ 
ユートと多若な攻擊を乱せ、一ぶ 
来お古は巧手のシユ—トミ K 、 バ 
ス みット から-速攻でが盤-しをが 日 
IK と縮 i リ ー ドで終了。後ザも 
同じ度閱となり橋上が抑点を巫ね 
たのにがし米がはセットでのがめ 
手が'をく、シユ—トミスからの速 
攻で反堅-しただけで左はつまらず 
終了となる。(南疵〕 

^ 广。—4 \ 


茲 If 




4 

1 


瓦 


媪席 
(提野) 


夙川 3 番、罚女拖 4 盛を軸にな 
くボ ールを 圆し得点の入れ合い。 
スタ J 卜妍 W に型さが見られ群ホ 
媪がリ S ド。 W か過ぎ頃ょり扔川 
が逆起、丽チ I ム共-逝-退のゲ 
1ムが棉き WI 7 で軌川がやや汲 
戟にて前ホ終了。後半ミドル、速 
をで前半同摄ぶの入れかい。强り 
3 か苗 1 点差にをいついた群古媪 
が 1 みをがぅた所で 4 番の7リ t 
スロ—で同点延提となった。延お 
前半强み底 4 窗のフ y — ス U J 、 
日垂めパスカットでリード。後半 
夙 W 3 番 QK テップ、ミドル、4 


To 

一3—— り} 

丽チ I ムともセットホブ王ンス 
から-ロンダシュ t 卜へ 結びつける 
ぶ學だったが、攻寧が単調でしか 
も ミスが 目立ち同じょろな得点摧 
過をとったが前半は島原のロング 
がわず.かにぶ碰であり度泣に稱っ 
た。渡辛に入ってもお互いにロン 
ダの打ちあ-いで シユ T トミ 义も □! 
立ち結局延居に入った。延をにな 
り.耗原のパスがょくつながりをれ 
が塩おを引きはなず原おとなつ 
た。(今野) 

藤村女1、3|ァー3富岡お 

is 2^nibT sft 


藤がはよく走りロンダシュ—卜 
サィドシュ！卜とよく攻め恵実に 
得点を電わた。一方富岡は疆巧デ 

ィフユン K のスキをつきミドルシ 

ュ—卜で得点残り5かから藤がは 
PT を 2 ぶ決めりード。棒平富岡 
は藤がのをりをとめることができ 
ず得点を許した。藤村の-おり勝ち 
だがみさいミスが目立った。互思 
離') 

被田和带 of 日 I - ^一？微 河 
(秋山}11416 J ? (和歌山 

前半 W かまで巧チ—ムともペナ 
ルティースロ—によぶ点のみだ 
ったボ、その後お守ともにーホ願 
る和洋が着々と加点し丽平を終っ 
た。後半紛河はマーク触をにぉ， 
和洋のベー义が乱れたかに原えた 
が和洋 GK のが巧によりリ K ムを 
取りなおしくいさがる觀がをふり' 
明っを。(新攫 


1强蜡 


前半！進一退のな防が揣き両チ 
—ム と.' もボスト.ヘボ^^ルを.おとす 
な擎をく りおした が、わずかにデ 
イブてソ义の スキをついて铅点を 
げ312 で前半を听り逗 した a 
後筆浪西が堅いディブでンスか 
ら早い欢めで得点を惠げたが、術 
山も靑裴に稱点をぁげ日 16 で延 
長觀となった。姐長戦攻擊めリ，ス 
ムを先に乗せを廈根西が S —6 で 
大白熟戦の幕を熙じた。(若旧) 



(，二重)114|日一目(福井) 

前半は迪いボ]ル：！！しとよく走 

る妮のぺ 1 K で試合は戚閒したが 

終了邮に福サバ手ルティ]を得、 

4点目を入れ.後斗に望みをつない 

だ。酱半に入り極稱ぶが入ら-ない 

牌に福井はじりじりと迫い‘あげ扫 

か如秒に同点においついたが，そ 

の後福井リ E ドめ時に谐棉构なな 

めになり睹のぺ！ K にもどり、巧 

度逆転した。両チ t ム共によく勘 

くがチ I ムでぁった。(斬木〕 

郡 山 ホ 7?— 日でぶ’川 
(楠超1命-- ( が理 

破ナ E ムおカットインを悟条と 
する破.沪よったホ i ムカラーでデ 
ィブすソタにやや钻りのある挪山 
ホが邮ずを7|6とリ1ド.。を半 
に人りやや庶れのみえるを 川は 寐 
駕がを鼎になり、じりじりと那山 
ホが差を熙きふり切「た。(お山) 
栃木ホ 互914」一； 来で酉 
(栃木} 1 13 — 3 一 b S 叟 

お古が.8蒂屈林のサイドシユ— 
卜で先行すればホ子は長身の3梁 
轟の口 X グで遐しお職を思わせた 
が、ホ子が長岛の-2番森、4甚木 
村におよ「た単調な攻めにをった 
のにザ L 、 巧女はタピ I ドある識 
きで溫攻遇なとをよく玻め9 I '月 
と照いて前半を賴「た。を平に人 
「てち硬れの見える米子にがし椒 
ホはスピードがおとろえず；で的 
になめまくつで w !6 で保った。 

岳 濃〕 


化帮北 of 日！. 2 r 枚：- 
(岩手}1ごり13一 英腹〕 

きびしい昔さのためか両チーム 
とも力を化しきれなかったよぅだ 
妝方のディブ r ソスの当りが激し 
く巧卷もせめあぐんだがつまらぬ 
動作があって、 PT を2よ決めら 
れ醬ムロ.も骑ザで3回をけブレ—が 
體祕的にをった。化方は後半にな 
っでも PT をはずすなど。へースを 
つかめず化晋は PT を禮実に渋め 
常にリードを保った。谢きめおと 
ろえなかった巧猎おに I H の長が 
をった"(接聰) 

可2回お 

雜其山 UV 吾美城 

前半小帖巧ホは W 蒂のフリ t K 
口]で先収するも坎化に本来め動 
きが見られず苦戦しで城の没化の 
がんばりが目立つ。谈半に入って 
天城は祕がが目立をルががふのデ 
イ ブ ^^ン スもよぐをり、 日か問に 
述攻で7ぶをあば寅全に試をを役 
位に遇め余格をもって撒利をもの 
にした。讯責 

リ た乏了 I -。\。本 巢 
な 丸王 。 /1 5 了轟量 

蘇ち玉り本がは速攻をがめで 
1点.、即光はペナルテイ f スロ 3 
で1ぶではじまる。その裝は互い 
にロングシュートのがを合いで前 
$ばまでは「遇-退のシ3ソ！ 
ゲ[ムを愚開する。和光はが半終 
y 2 か牌でポストシュ]卜、：边巧 
とかめ r -- 1 5とリ—ドでが了。を 
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义回お夕朱細 


煎締借ネ主長お迈喜兰 

本な： S ち屋巧中区巧一了目 11— 18(おおビル） 
T 巨 L 召古里の 52)2 日1-日111(大巧表)〒が0 
玄な：東京巧店：大お 


平和 光は 7 才 1メ 1 シヨ ンブ レ— 
'作 ナル テイ t スロ—と 連取し点莲. 
をひろげめ びの びとプレ ー し試 か 
を楽に遮める。迎に本巢は走りが 
なくな 句-雑なシ 卜が多 かつ' 

た。 轟 海} 

、4 1 扫\ 

14 一 2 おお 请 


背轟西互い：： S 百 


重襄 


おにディフユン K が堅くなかな 
か语卜 M につながらず前半 6 1 -^ で 
お水がやや優位に探った。青轟西 
は巧々シユ ート于 ャンスにめぐま 
れたがシュ 卜呀 確率が醒くをし 
んでいた。徑半靑端西5晋火村の 
得点で同点にし延お戦にもつれを 
んだ。延お前半靑藉西が2点差と 
し、後半ち持点を迫わ青森西が逃 
げきった。摇水滴キー。ハ！む大川 
の辖間も見せるものが‘あった。 

養野) 


筑嫌ぶ学日、 31 C 


Y 結韓 


節紫め霞れ化シユート A がおち 
上ゎから得点を重ねる。東ち治も 
パ K カットからの述玻で必死に巧 
点し、後ザ立ち上りは東ず浩均リ 
ズム攻撃も見られるが、速攻サィ 
ド坟豐とたくみに筑紫が底力を出 
し隘利を得た。 

V 3 回戦 

かおホホり了利 北 
かおボ女が3み過ぎ パスみツト 
かを述巧を決め ス タートを巧つた 


が、和光もサイド攻學で遥しな汚。 
逆-に4か過ぎから小松は述いパヌ 
からスタンディンダ、カブトイン 
で辖点を章わるのに封し、和光は 
ポストからめべ 4 v ルティを誘い加 
点、前半はホおの1点リードで稱 
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OM RON 小妝現を自巧おをおム巧 


巧を•す担、‘両替•記お•残な熙を…など、 

目的にあわ甘で、 C 瓦 T でわかりや十く择ホ亲巧。 
だれもが間迸いむ:スみ一がにがいこなすことかで自圭韦 




テーマは 火間と 機械」 

OMRON 




OMRON 

P 乌巧う巧 




OMRON 巧子レジスタ拥 1 -IRC 
抽捨だけでなしカナぶ字でなあをらま巧、 
ウちじレシ H ■じら同じ力十でをで印を。 

巧おでをもちよいをかが巧なえま1； 


機械化、如人化がすすみ、人間と棵械との閑 
わりみいが深まるじつれ、より扱いやすく、より 
親切な持械の開発が壁をてろ色た。： m から、 
なから、人間とめ对話をはかろぅとする試みが 
をれです。 

すっかりわなじみじなった銀巧の嫁械化コー 
ナー。をこでは、 CRT を採用した操が案巧で、 
きめ細かなメッ七1がをわとどけしている支お 
機やおを域が。レストランでは、羞示•レシート 
をもヵナ文字ででてくる電でレジスタが…。 

このよぅじ、ォムロンは"人間と樹械とのが話, 
を推し進めながら1をの新しいが史をつくって 
います。 
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可上田田阳田部お塚部 

^ホ、賴松富療腎白ぶ磯 


苦‘ 

/a - - - 
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對ち谷潭光合げ巧並山木なの 

呼-一ぶぶ曾川¢1巧赌樞ず前 
得ひ 0. 3030曰7 3000 

女ペストセブン！ > G 広直宅(践庫 

川ホ}可 FP 息化、富凹(段上武 

席川ホ)、松旧、诗我部(城上期岡 

替火}、巧勢(大林大)、大义保 

C . でぷホ)。 


み な 

靠舉 

太阪成踐 
，女媪太 

九如女绍 
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日本か'生んどせ界のボール 



参第8回全国高専選手権 

地元•宇部が7年ぶ y 2 度目の栄冠 


第 R 回を国髙が适モ備は3 
ぶ2、3のさ U 間、出 U M 下 
部巧の原田就記盘体育瓶をま 
会撮に、全国の巧表^校が春 
加、卜！ナント法巧で行わ 

れを。 

試をは、昨年のベストエィ 

卜のぅら日校が、今岩も単々 

決願に隙；ち残ったが、がを揭 

勝の桐屋学疆〔神萬川)と地 

立を部(山：！〕が、接職の罕 

々祐腮、寧決廠を棄りがむ、 

煩揣をかけて•制対法、宇憩が 

健ザなかば揣揖をなめる适點 

ゴールで快腿、がホの第 1' 巧 

大耸描来7をぶり：^挫目のお 

廷を握^た。 

01脚戰 

雅轉 
霖都〕 

潭 山 
(岡山〕 

版' 阜 

猛尝 


秋 山日、 21 7一- 

轟坦2互！ 4 T 

マ.翠々決 K 

宇 部、 わ/じ I 了 一日 

(山己. 3五-占て 


田 


庭化島 A 
謹化这 H じ—。、了を 

V 畢決瞬 

桐麗違立^ US }" じ鹿児な 


宇 

W 決勝 


.¥ 部 

蛙〇 〇 〇 一 

封现子上 


部型む U 川}ご巧 


山 




^5桐階学固 


原 

: S 商#昆関'化鼠强中中別 

K cl .、' 藝•巧靑一 

屯 FI! 岡が j 

網み居化，本端巧萍正江奔苗.来 

一一：魔値巧松 W 前の巧袖町何五 I . 

得003 S 315む030 C ； 一の 

0-:後半 S かまで；5 —。 ( を部 
y — ド。と柏忡し.たお随だうおが 
このをたりから祸瞎めデ f フ王ン 
スが疲れをのぞがせて甘くをり、 
•ず趣は一気のわたを.かけで述綺5 
得通、21じとし-て大魂を挑めた。 

試合は、-遇一退めな防となり 
宇部が鼓巧拘に攻めれば、桐醒は 
ロング、ザイドとパワ—ブルを玻 
撃で広しめ-う。ぶがえがあ-「た。 
しかし、损陛は、6— 扫めあと 


谢 U 賴木旧閱平ホ 


白 

)- 

4 

/V 

T 

P 


2(け心でご li 

器 M :)： 

里 iu )" 


長 岡 

(部遣 

阴 む 

震 ； i 

米 子 

S 醒 


舞 娩 


© H 器=荐帖早？ス、シ 
もが置 f 里 slm)K S 山 


-，-トミ 


スで加点が 


できず、をの間、宇部のゆさぶり 
にをっでリ I ドを許し、貼お的に 


は、ここでの巧拙が驗なを色がけ 

た。 (赤地3 

参第8回を国高専選手拖大 
会を振り返って着 

藤西信義 

第日凹を酉高等が巧学校(ン.ド 
ボール通手権大なは、目巧3、3 
日め両口、ず部て樂岛等哥巧宇お、 
山口県 ( ンドボ^^ル協会卞宫にょ 
り、工業部巧半部市の山 n 大ず王 
帶部ホ肯節、宇涨ボ報巧砸記念か 
刊酷においで、を約各地区ず通を 
蜡ち抜いた^^校にょり開惟され 
た。 

選ホは弧度を越す悪集拌にもか 
かわらず、学をらし^ r 、フで T'i 
に-兀知：-杯背卷の熟と，若気め熱機 
を匿调し、她お宇部闻専が校長拭 
下幸校虽ばての声援、掘がにおえ 
一戦一戦勝ち進み、棘滕鹏では昨 
年度の.爾若•桐蔭带園を、西中を 
帖にしたお本、山.がのコンビネ T 
シ3ンプレ—、がディフ正ンスに 
ょって破り、蒂1回大なにつづい 
'てのあ瞬の梁通をものにし 
た。 

高専大会を見直せ 

全国高専還手棲大るが両日本地 
区で開催されたのは巧めででをり 


地区のを悄により4校の棄権が.を 
っをのは誠に巧なで志った。な専 
をは、争口ぶがを强乎権は袖諭を 
こと、善私の罕をリーダ戰にもな 
掘巧来ず、またな你連関係のお舎 
にも化堪出来ない現げでをる。唯 
I の单.画.補尊大為山强を巽み.で每 
日の激しい敲習に專念しているを 
ホ諸君の爭を考え、巧韋 A ンドボ 
—ル巧及発撮めためにも、より多 
くのチ！ムが' 参加化来るよぅ各醒 
係をの丽盧をお丽いしわい。 

ゲ r ム巧容は、全破咕にみで技 
厨化伸で1地域の枯差がなくなっ 
たといえよぅ。述攻は如論のこと 
スカイプレー、プロッタブレー、 
ポストプレ[等多夥なプレ t で場 
巧を洲かしたが、シユ—トミスが 
多く目立っ世。ディ7.ユンスの祝 
究もやや不十分で、シユ J ターに 
対する"つめが、ポストプレ t 巾 t 
に对するポジ於ョンの取りぶ、ゴ 
!ルキ].パ J とディブてンスとの 
一ーンビネーションをこれからの研 
兜課適で.あろクで 

とくに、今大なでは鹿ぶ島商尊 
めかわけり強さ。が巧崇：に巧っお。 
i : 十禪高尊の山中は、哪^の超大型 
でこれからの巧娟が到：待される。 
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こんなとき便利な 

間キャッシュカート; 


日常のお引き出しじ… 

力一の枚で現を自助支’お钱から手をじ 
覆をが引き山甘ます。遵帳い、ンコらぃ 
りま甘ん C サイフがわ々じごが巧を…0 

時間外のゎ引き出し!二… 

ダイヮの外强じ面したキャッシュコーナー 
では、平 B ザ前 S : お〜ザ後6:州让曜白 
は午前日:抓〜ザ後2:孤)まで、またのマ 
ークのコーナーでは、平日すを日轉、±曙 
午後別#まで現をが引き化せます。 


ご出張やわ買物のす斤に… 

おあかけ先で現をがご入曲になったもき 
ダイヴの全巧じあるキヤツシユコーナ^ 
田マークのコーナーかわ巧じぶちます。 

給与のお引き出しじ… 

お■根化がをご標巧の場合は、おお料口 
0朝からカードを巧って引き化せます。 
おきょらご自ち近くのダイワでどうだ…。 


ダイワキャかシュカードは探を口化（巧盛汚を) 
をごを牌のがこわつ< りしでいよ卡。わ気悟に 
わホ込みください" 



态なたと巧曰を 


たか銀巧 


の マ—クのコ- 十— でな 巧ち巧邮こより、わな校い巧闲が-巧なる巧をがもほ十。 
ま左、日‘巧日をよび巧贾巧巧のホま U はわな扔いしません 
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靜 岡 
佐 賀 
帶 岡 

一り京都夕 
J 1煮掘〕 

R 本光軍 
夕 C 薛馬) 


て 


日本光甚 
ジ 


ち 

8 312 〇 2 U 
川山本原星鳥本野瞬 

巧丸稱おお販梅を石 


/■/■-、 r#n -/ 

^ P 
ぶ ぶ 
^檐森が野肯^^^ 


r 蒂•襲 


称，芭野肯^4^野池お聰本 

U 廊ち一星禁ム冬海か清西秋 

得 ' U 〇斗 il 4110 QOO 

•第 I 回を国クラブ大会を 
鸦えて 


谅 辄 g 
S 重 U 
京 お S 

0 B ブロック 

モ 萊 H 
山 m n 
大配8 

0 C ブロック 
群 馬巧 
辞 馬 U 
大み U 
0 石プロッタ 
南京の 
绪惡日 
畦 質 W 
5> 法腺トーナ 
目川ク互 

霖屢11 

武顧野夕6^ 

(單思ふ 

03化決を戦 
京部ク记 { 
〇決概 


—ドしていたが、残り i かに日 川 
が垣いっき U 姑 U で延转に入る。 
東なは殺ザ残り3かがから疲れが 
W たのか、化が励かなくなり、プ 
レ—が止まってしまったのは残 
な。延民に人っても日川は走.り、 
若さぁふれるブレ1でぉ京を禪し 


扇技委員長吉田宏静 
8ぶ UR から3 口間、.靜岡県の 
御殿場ホホ巧館とモ四睐接地 U 志 
り丢すお殿顧酉闻等举おの体^^::^ 
で1 H 本..ハンドボール喊を主禍め 
配盆寸ぺき鄉 i 回全园クラブパン 
ドボ f 遵手植大をが熙催きれま 
した。火会は离モ记、み子 S チ] 
ム Q 舉加を得、班すは3日、女で 
はリー日糊をかけ無李殺了しました 
光に記念ずべき樂 i 回大舎と記 
しましたが、ここまでくるには、 
クラブ関保省の大玻な苦がのもと 
に過ま4凹の单国大会が実施され 
ておりまず。今回はれで楠会主腥 
のもとにこ岛大をが即催され.たこ 


目川ク延 


じ武域野グ 


曰：，若さ苗ふれる S 川が走り趟 
ち、乘京はここぞといぅ時にミ K 
ががで淳点が0びなかった。一ぶ 
日川は3お巧原のスタンディンダ 
シュ！卜が決まり、丽半を7が一。 
で：： nw ががり返す。後半は東なの 
老巧さが日川の若ぃディフソス 
を黄破、3かでぶ転"懂はお互い 
のなずで【逍 I 退.、常に南京がリ 


新语的夕 
(愛渡。 
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曰…蘭沢はナショナル•プレ] 
ャ]の昇.隨のポ K 卜攻擊を中、む 
に、岩国は全巧が池りまぐる述攻 
を中•むに、決縣にふさわしく1卜 M 
ををぅさ熱したゲ I ふが展閒さ 
れ、前半 UIW で湯诉がリ|ドし 
た。後半に入りず均晋.長で上巧る 
顆択がディフュンスに却えを觅せ 
W か過ぎには 3 点差とした。飯れ 
とあせりの見える岩国はシュート 
ミスが目立ち、じりじりと点差は 
開き、湯‘沢が划！^で地力撫ちし 
た。 

晋〇 す1421日を日2 
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八第1回を国クラブハンドボ—ル選キ推大会 V 
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話題集中//本そを派のための 

八ンドボ-ル规巧 馨蒙登 
CEfflEED 感全 4 / T^-«jya'ju 

隱醒1を 


<毎月10目•な日発巧> 

资康を望の志なネなへ票がきか封もま 
t ほち弄でお込み下さい ■ 祐理 L ち黄 
巧技 t お法口しけ。を巧3•の0円 

tt まを社 


^\\ U 呆を印を巧区出と巧 J-39 

(QS ビル … 

T 亡し iO 3)3 左耳一2 5 0 3 fft 3 tJ 


とを思いますと、関係者のよろこ 
びはまことにはかな知れないもの 
が忠りまず。姆お4回の大会の-う 
ち辭3固まで当地；郁岡で大会がも 
たれました関掘上、今四の大会で 
静岡贴が雕櫃地としであばもれた 
ことは、およをの描樓もつきまず 
し、大変光栄のことと思っており 
ます。が、陋摧の耍語を受けまし 
たのが3巧に人ってからでしたの 
でを場の硝彼等に多少码迪驰な爭 
がありました。立ずはを遇の悼と 
いさ爭を譯克ましたが、適当なな 
墙が得られず、御徽嵩ホ卵他とな 
りました。又、诵 n も厨おされ、 
旧盆の時剧と電なり、養.加者の皆 
摇にを、いろいろ诞述惑をおかけ 
した ことと お語びいたします。 

今犬なを振りおってみたいと思 
います。 

© 菱扣チ—ムについて 

当初、われわれホ催をに奉加于 
—ムの遇をはむされたもののグク 
ブ連盟からの，嬰望どして、ブロッ 
夕も等巧子如、ぶぞじチ]ム拙巧 
とをりました。白ホに参加受付'け 
をしましたが、抗患もに.袍想通り 
となりました。中込数が k 同って 
も多かのことなら、受入れようと 
いう屯づもりでした。来年鹿から 
は、巧お数を制瞬しで、プロッタ 
別に推麗—数を決めるようですが、 
当かはこのままの方が上いのでは 
ないかと思われます。 

©試を方をについて 


得.子は辄 P 予遗リ t ダ (4 又は 
3チ—ムで吐ブロック、2泣ま 
で)、第 2 U 目準诚滕リ]ダ (3 
チームで4ブ n ック、 i 位だけ。 
巧3日決蝶トーナメゾトと3 n 間 
でおこない、女子は带が勝り—グ 
〔3チー.ムで 4 ブロッタ、 1 巧だ 
け)、第2目日決勝卜 I ナメ V 卜 
と2日閒にわたって試ををおこな 
いました。 

男子は栖 m 巧す遇りーグでは徙 
柴留別植半聰剖をとらず诚进一番 
端を制をとりました。 19 3ゲ！ 
ム、時問的にはぶ人巧でのザかの. 
W ダ！ムな下ですが、1試合1試 
<口窝剣にやっているので、内容的 
には相当のものがありました。概 
ながあれば、いろいろの大会に韻 
抽きれたら-よいとおもいます。ホ 
逼リ t ダ制.度も、試を敷がふえる 
ので、 卜—ナ X ント’ 発勝質より 
ち参加運ホたちの筑持をよな湖肚 
させま手。 

◎試をについて 

與ホ共、昭代架チ]ムだけあっ 
で类.力のをなわったチームがそろ 
い、を村大舞にふさわしいホ奋で 
ありました。毋ホいずれもべスト 
4に残った于1ムは、グラブチ！ 
ふとはい完日頃諫晋をやっていな 
巧かばだせない搁人プやチ t 
ムプレ—を十か苑禪して戰つてい 
ました。巧 T では元.日本代表連を 
やお没のナショナルプレーヤーが 
を加して力-がのブレーをみせて 


くれて地ぶの ファンの 目を鶏し ま 
せでくれました。 

兒十決齡は、秋巧湯沢クラブと 
山口岩国夕ぅブとの問でおこなわ 
れましたが、前半山 U . がゴールキ 
!パ！中な遵手のがなと大江遇を 
を中也とする遮ぶで、大型チ[ム 
秋巧にな角试上の戦いを見せまし 
たが、搔半靴田が捆手の速攻をお 
じながらお利な体祖で，ポスト齐 
藤を中んに力感あふれる強引をプ 
レーで惜点をかさね、山 n をねじ 
ふせました。女ずは比較的楽に胳 
を遮んできた山譜日川クラブと予 
選、舉決撇を i ぶ基で勝ちぬいた 
泰巧武锁呀クタプの蝴で法.勝がお 
こなわ如ました□両于！ムおよく 
純純されたがチームで、 i は大 
砲石原のスタンディンダからの口 
ンダを中ムとしたホ I ム、朵京は 
り]ドマンー宫を中，むにスマ t 卜 
さを感じさぶ る.パスヴ t 夕の 早い 
チ—ムでした。喃ま共障ずらず n 
財 U で延長にはいましたが、最使 
はをさボものをい「て山裂がねが 
り腺ちました。 

巧み共か聯をふ.くめで藥力個体 
で、が試合が多く見られましたな 
還手及びべソチのマナ t も終始.ブ 
王了 t で、禪衆にもよい印をを5 
えてい ました。 

圓審判について 

1チ]ム1夕のが同带刊制をと. 
るホなも： M 期的ではない如と思い 
ます。全ナ—ム必ず帯同常利具が 


あり寅な靑判澗がとれれば、質當 
も非常にスム ー ぶにいきますが、 
堀段晒ではちょっと無理のよぅで 
す。昭にみ户チ]ムの貴化審判は 
困雌なチ]ムが多かったでず 。大 
な本部でも-.コぺ了準喘して、連肖 
日ゲ]ム租.当したぺ了がほとんど 
でした。が同乖利長觀度は太变結 
稱なこと.なので、是非共椎綿雕嚴 
さがても-らいたいです。又、巧同 
靑判呂を中ムに大尝翊間中、協 
会、ぶは連盟轉で.巧質が上みため 
に普判 i 当か冊修会を間いた如 
何かとも思いミす。 

感その地 

タ ラブチームは、高校、大学又 
蛙実葉四于！ムと同攫にンドボ 
—ルの愛がをめ戴り-でずが、をれ 
らの チ！ ムにない、肖分たちで乎 
1 ムをつくり自分たちで攘背やゲ 
— ムを窠 しむと い 弓 非常に'好まし 
い特换が去ります。おにホ子于 t 
ムは、 実業 囚や太嘴 一流 チ—ふと 
くらぺて輛端忙練習晋からくる义 
タ ミナ やな摘の差がみをれます。 
ここにクミブチ I ムだけめ大会.が 
おこなわれる.ことは太いに意扇の 
あることで， あり、 今搔益々娟表さ 
せる巧瑜を感じきををれます。 

报揉にこの夕ぅブ大会をここま 
でみちびいてきたクラブ孟溫め理 
巧孝巧、が旧撼巧等の先連持めち 
々のご苗がに、むから敬-昔を表する 
とともに、本大会の益々肉溝度を 
巧り終りにいたします。 


— 1日— 





ミシンから… 

エレクトロニクスまで 


エ策用ミシン•读庭巧ミシン■里す攪起 
精な，家庭をなが品-摆製附帯がお 
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国びき国体"へと盛 
り上げた第 W 回教職員 
大会_ I 

石ぶ战の禪と恩の恥でをる温泉 
岸咱で、进モがチ—ム、ホ子ぉ于 
!ムが舉南し、自巧 S 口かも n H 
までの日 H 間、谋則回全口ぶ致喊 
ち大堪、带打回国巧体言大会ハン 
ドボ t ル麗おリハーサル太尝が聞 
照されを。 

この大会は、哉職早 K 会にふさ 
わしく、結技なと酣植なが时時に 
聞*されるが、研幅会の銀 一 部で 

は、 r ハン'ドボ I ルにおけるフエ. 

ィントにクいて」大西武|う7 ( 

ンドボ]ル競技をの巧顆昧力から， 

見を適性について」とお雅毋、「学 
校体育における指導化おょ‘びゲー 
ふ分おについて」ホ山若、「試な 

におけるシュート巧'屯について© 去.かぎク别——巧 


で、逆判を基毕の明確化に閱ずる 
請問閱、遇レフユ研幅をのあ 
り方等、現場を抽当する指堪其な 
もではの研幅をであった。 

一方賴おの方では、功.ででおを 
0 口ぶ の トップい ベルに をる太阪 
.ィーグル义に赶しをチ ー ムがどの 
ょなに挑むかがを目されたが、結 
おは、搞の葉夕？ブが決雖戦で旌 
翻ょく部—?3と太賊ィ t グルスを 
下し、ィ！ グルスのリ述勝を肌む 
と共に初湯驗を挪つた。 

C . 龙川寅窗レ 

淪黄モ警 
一>1回戳 


撫本鄕負恕——如 
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可2应戰 
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香川敎員狀^^組 
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I 考播」山口削を、「染ドィツと 
垂日本の鞍沛お聰の-考察」「ル 

1マニアのハンドボ]ル遅一で锁化 
の礼会的背県について」北岡太摆 
「ハンドボール部话慰に関する調 
査」柿お会等の靖表がなされた。 

ぶ、辨二部では、當判需蒼員， 
審判巧、顆巧、コ|チ、運手のけ 
表が殺免が参加し、⑩ A ンドボ— 
ル親掠の施力を高めるための松卞 
二化ぶに関する淸極萊、③ル！ル 
改正にともなう実施時掘の問閣 
ぶ、③今後め廣技場親制につい 


黑撼夕 が — 

青山教具 A の- 

に島敦員 S -^の 


ホールド 
ィ！ダル 
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W — 


モ靡教貝训 — -n 

宮嘟教員如 ^ 
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巧奈化教 
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暮らしへの奉化を合言葉に。 




鉄 

は 


と 

も 

だ 

ち 


ちから組〜、排】からをも、。入領がくちしの中に 
鉄をけし、れてから、既に孤加年枯±もの年おが 
むっていよす。いま、鉄はわたしたちのを巧に 
裸く結だつき、社ををおえるたいせつな拽割を 
になっています。鉄の出強い手ごたえ、じょうぶ 
で、 加.てしやすく、黃源にら忠まれている鉄。 
斩日數は，社会のさまぞ置な二^ザじ対应して 
鉄の i ) つこの盟かな特長ををすこ t なく引き 
だすためじ、新しい技術のが]発や奔聰■エえル 
キ '一の お劾利 in など幅に いか 野で、多< の 
テー^ととりくんでいまず。 

織疏曰ホ孰鐵 


一 31 — 
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.1 楊敬江1 
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2王霞 
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0周玲 
1朱運玲 
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致山1 


意'氧 M 目 
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姐’永0 
是削 
し皇岡〇 


ム 

後 

記 


1扫け ） PT C 2) 18 


からおを屋市体育館で巧われた。 
卜 3 2/。 1. 2一 6ブラザ t 

ホ 區2立[己1 H 萊晶 
知) 

得 OU 43133 -2 00 UG 
八がが旧を原巧或お m 下崎 

^中：3禍增杏巧則塩よ松馬 
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U 各 

酷 
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引就斌萍抓禪菌择善錦江が雲 
语 i 英 琳攝淑蓮 
w 王蔡揣郭お王.王趙晋楊周雜 
吗 U 〇 2 i 215 2 3 3 3 〇 


T 

P 


0…プラザ—は：、邮ホこそ中国 
と互巧にわたり苗い、 PT 2 点を 
含む山村の辿統ゴールなどで6! 
4、 yt 7 と廣勢の瑞苗もあった 
が、を半になると中国の当りの強 
いディフェンスを恐れたのか、蹲 
みこみの足りぬプレ！が多くなり- 
そのため凡失が連続、中岡につけ 
こまれでしまっ化。 

中国は、プラザ！のプレ--にを 
れるにしたがい、中央、サイドか 
を巧みにか.學をた掛け、體合力で 
一枚上の巧兼。 W 1 化からの弧0 
王琳焊めロンダなどで违結6ゴ1 
ル、勝利を一気に決するといぅみ 
ごとな試合ぶりだったむ 
中国は、摘程の速さも梅当なも 
ので、なんとか速攻からポイント 
をと狙ぅブラザ—をおじた。 

ブラザーの運ホは、試を後、中 
画め-リ！チの長さと当りの踊さに 
苦ををいていたが、これは、欧化 
型のハンドボ—ルであり、酥岗と 
能んで中罔が、 U 本女ずにとつで 


，太きな盤，であることを教え 
た。 (お山茂} 
〇 

第3戳、 HI 立栃木ハ掘至との試 
合は、5月§3扫午皆自時抓かから 
抵木^平町 Q R 立極木体腎挪で 
巧われた。 

中 


® 器 = i で□黯 T 


1 

ぐ 

2 
2 


晋日 U 5411300 . U 円 U 
P お聽上が請かお沢旧ん地原 

川寺をお大大手師かち西か栗 


甘？ gs ) 

即拙贿萍萍霞端巧掉化玲堇巽 
巨な互串 ホ W 4居萬 


技 

G 


中 




主掉。揣お王皆周王撮姜 d 賴 
得〇 〇 54 13112 uon 
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T 

P 


じ咽翻 


0…開坡早々から述攻、才]プ 
ンと多'彩な欢擊をみせるみ国は、 
楊.评の PT で前半3かに光輔、4 
みには捕靖が長身 (W ^ ) を活かし 
わロンダシユ—卜で加点、化かに 
は周—楊でスカイプレ I を脯やか 
に扶めた。 

■あの日立は、 d な农上⑩御れ 
こを、7み太驗•前のの通攻コン 
ビで3!3の同点にするなど大健 
飼だったが、ディフ正ンスが中国 
巧巧遲をきばき切れず PT を辿結 
しで驟せられ、しだいにぶ盛を化 
けられた。 

截ホ、白立は、ェ — K 大高の口 
ンダや水上、大輪の活摇でみ国に 
をいさがり、巧かにはまで 
詰め寄「たが、地力にをる中时は 


そのぁと3点を連取、日化はぁっ 
さ.リ奕き故されてしまった化 

〔 H - 邸新間吸評から) 

〇 

第4戟(慰終戰)、 U 本ビクター 
C 寒城)との-試合は，5ぶが： n 午 
邮 W 時如みから茨城*水海道二な 
が B で巧われた。 

中国及^いてなビ〔が 

桿〇 〇115 51. 1 i 〇り〇 ~ 巧 

d ぶ搞背珠城が上お田架が化 

-渡高染かお直が中地が伊高 

広 P 
G F 

.曲賊養萍江睛郎渾霞が蜡帯 


n 


(智•械搜 


王錯趙巧昔揖王姜王範 


巧 


中 

rL 

搔。 

oi このシリ E ズ、口木势は前 
半こそ五み々々に现うが、後半に 
なると姑れ"つい.に I 臟も去げる 
ことができずに觀った。 

全日ホ実業団逸手権直渡という 
ハンデを割引いても、これは-•や 
はり，地ぶの差，というはかはな 
く、ナシ3ホル同十め対決になっ 
た時に、堤を却くのではないかと 
気にかかる。 

この試をも、ビタターは、跋ち 
こし樹の P 了を殺ずなどはをった 
が、終組、どうしても脾利を、と 
盧寮ごむ中国の気ぶに巧されて取 
れ， *靑戦"にとどま「た。 

巾国では、7ランス谣化.でも化 
目を靠めたといウ左を両利きの楊 


一気に卞谭崔を奪った。 

しかし、腺おを翰てぬ中閔は、 
揣がの变遮力を活かしながら、じ 
わじわと皮擊、禾下がマ]夕され 
で加点の舞いを止められを立おは 
苦しい立を堤に立たきれた。 

それでもお分 ml 巧とリ f ド、 
逃げ切り巧能だったがだが、の細 
の吳がが一觉を狙って切り.こんで 
きたプレーを防ぎ辄れず P T 、 獨 
萍に決められてあいつかれた。 

立むは、をの匿報、逆に PT を 
辑て、「ホヨナラ」のチャンスを 
つかんだが、杞野のシュ—卜は、 
中隔' GK 王普•朗にさばかれ、髓利 
を逃した。 

中国は、個人おをぅまくまとめ 
特に全巧のフット71夕の-よきが 
目立った。 

ク 

第り】戦、プラザ]工業(愛知}と 
の试ムロは、5巧が日午後6時がか 


国隙試 

ジャパンカップ，なと併巧し 
て巾巧ホ子ナショ十ルチ I ムー 
を初めで迎えての国瞧大全4 

説なが5月巧日から貼日まで 

同巧実單巧のトップチ>1ムと 

の間でだわれた。 

昨春初の或流をけったが国 

は、たがいに来ホに巧のお巧 

湿ず権('ハンポリ ー) を目指 

しで強化中。かっこぅの前哨 

戦となったが、中国は独得の 

■クテ攻擊を主哉器に、全 U 口本 

実業团邁 V 于権(既報}を較えた 

ばかりむ日本チ—ムを追いこ 

み、3赚1分けで補国した。_ 

また、こ€期間中、巧 r 好 

中罔、東ドィッがを t 試合め 

親普試ををに島、を巧屋で巧 

った。 I 

第2回ホ子日中対お 


第1戦、立お電磯(硝本}と.の 
試入口は、日月お日午搔6時朋かか 
も-京都腊立ホ巧館で巧われた。 

中同け(则=3巧讀柿 f 
〇…中国み子が n 本でプレーす 
るのはを上初。一遇 I 退の.前ザか 
ら、ぶおは後半が蜡まるや、羽立 
木 下の強シュ—卜で4点を連取、 


— 22 — 




































130011 

192 

190 

190 

185 

190 
1 贴 

191 

186 
190 
17日 
186 
1如 

190 


[中国女子] 


GK ® 

王蓋莉 

17日帥 

極 

紫春娥 

175 

FP ® 

节趕 

174 
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169 

⑩ 

强造雲 

167 

⑩ 
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報を扔 

17己 


• 〇巧数ずは今站の背靖号 


ホ日3チーム 
才ールメンバー 


[京ドイジ] 

GKffi 口-デ 1日4帥 

@ W •シュミット 1 B 4 

FP ③ドライ プロー ト 1服 

⑤ロスト 183 

④ ダル''^,ナ^— 187 

⑤ へフト 183 

⑥ 石•ジユミット 1化 

③タリが一 178 

逗）デーリンダ 1 S 6 

③ヴィルク 18扫 

晒）ヴァール 1日0 

⑩ヴィーゲルト 巧日 

喔ぺスター 17日 

@ ローテ 20¢} 

饭 W •シュミット 1日3 


(を）®はヴィーラント' シュミット 
颇は ウォルフ が ン-シュミ‘/卜 


お隨田をホ群盤鳴瞧肢すを平顯 
J 志福平国が 換お英巧盛 
モ邵閔を孫李揖劉驳志徐を般張白 
ち 

国愚®風感感⑥够@®®⑩⑩皎 ® 

中広 P 
こ G F 


雞がシャ—プなプレーで、だん端 
ん光った。バスケットボ ‘I ルかを 
粒-叫したと思われる長冉組は、ま 
だまだぶけずりだが、 A ンドボ— 
ルの噓觉を身につけた掉陆、手に 
おえなくなりそぅだ。 

王巧亜■中国女モ監おの話中 
国ホでの球おは、まだ化年に絕た 
ず、まだまだ： n 本の为には及ばな 
い。3腿1かの成橫は辛運にも盛 
れ、この腺取が迸になっていても 
おかしくはなかった。 

来曰前，半リほどの靖化な宿を 
巧ってきたが、4巧に： II 本チ—ム 
を破ったジュニアみ子とは、はぼ 
同じ力でをる。 

その愚味では、萌化のジュニ了 

が、シーー了に成長した時が、楽し 

みといえる。 

ず後も鸦摘的に日^流を推進 

したいが、おず1試合は、ナシ3 

ナルチームと Q 対戦がをまれるの 

;星 tk 一 、 P 
み驾ま L 心 


また、ホ子のアジア避手握關懼 
を、是非実親させたい。 

男す国隙親善訪合 

ジャパンホップ■化に酱加中め柴 
y イツ.は、日月お日午後日時 W 分 
からに恩県立ホ巧節で每 R 本ナャ 
ンピオンの留み架品(広岛}と親菩 

贸口言った。 

襄 J 、 イソ Ifn — 日一 U 强を葉な 
津トイ* 3命 t 芭。】(広島) 

巧〇日129 304010〇 I ^ 
：2井磯川橫上本本韶拽ぶ四部 

ra 賴井津插池山おを志藤戶灌 


行 

く 


氏 

G 


言•结 


パデト トトテト ダル I トート 

"ッ_ V ッがル 

ィミ.口 ，.ークミ _ ゲ 

-ユ ブス ' i 7リ ユ I 

K シィ _ h スシ 

ft - ラ •リィ 

W 口 W ドロ ロへデヴぺ D ジヴ 

得 Go ? 3 411.2 i 23 日 I 批 
0…「親蕃試をなのだからおを 


にこだわらず.：」という靖おの希 
亞をすげなく遁けた報ドイツ、相 
ずが国巧于ャンピ寸ンと知るだけ 
に、，妊しゃはない々 

U か 3—3 のスコアは、を⑩ぁ 
との展閱に捆掠をもたせたが、6 
みヴィ t ゲルトの ポスト プレ f を 
口火に、去ドイツ®雖ながつづ含 
巧み 8—3、 學化はず題一方に追 
われ、攻學に移っても錫さがを く 
点差は辆く【方となった。 

後半、大基ボついたところで崇. 
ドイツほ、上うやく「賴1巧」に切 
り替え、そのスキを鹿みはついで 
r 那点の y 操」をどうにか集した。 

志ドイツ陆、玻守とも基本にお 
崇で、世择め王者にじっくり描え 
られては、日本の王者もほとんど 
つけいるスキがなかった、といっ 
ていい。 

〇 

ジャパンカップ，則に参加中の中 
国は、日ち卽目午抜 7 時邮みから 


ち + M 畳ボ体巧館で口ぶリーダ1位 
の大同辅辣稱(愛知)と親善試合 
を行「た。 

簡 

113:^きかけ 

得001 了 1330331'〇 
鬧村井生喊原木輪田野日原 

::: i 柳^中蒲誦大中巧褲ホ田松 


中 


2 fwL で賀愛® 


2 

2 

3 

己 

C 


扯番 


嫂 


罰摧躍巧賴排彼よホ尘哨豊腺 

巧邵閔お白お悚お李張張.劉孟 
得〇 〇 4 3 5打〇13 .3 21 


T 

P 


6 

C 

〇その地の蟲者！^中〕 r > 护 P 孫平 
お、張偉平 U いずれも特り、〔太〕 
一 > GK - E ぶ、が、更稱、桐 
山、出中りいずれも得〇 
〇…後半 4 诗 blw は、大同対 
各！：ナシ3ホル.をぶつづけでいる 
記者の目にも、とりわけが誦の陆 
骑とみうけられた。 

とたろが、この志と火同が，ひ 
んぽんに還すを交裡きせたスキを 


ついで、中国は1ぶ々々ち巧奠に堪 
しはじめた- 

この姑りは、 中国独码のもので 
日本のナショナルも太いに化意し 
なければをらないものだが、太同 
は、が半の*4<莊"から'、ょもや 
これほどの力を、中園が残しでい 
わとは思わないかを、こ.のな寧に 
をわでか。 

光巧を辄って強則なシュ^卜が 
多くなり、巧みが吗的がか牌/ 

] ゴ]ル。 

一方、ぺースを.つかんだ中国は 
がかついに巧に追いつきおせ 
張ホで述乾、おか張鳴で^12 
だ。 

- K 同はお分巾ぶで卵—ぶとした 
が、中国も？^み PT で再び2ぶ差 
火同ベンチは壶を潰かったが、？§ 
みめ PT を蘭生が诀めたあと、終 
了間ぎわ、おがを間からねじこ 
ムで1辛くも引きみけを。 

(想哉) 
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練査ろ艰術をつちか L 
技術が信頼をまえる 


きょうのな省を、あすの線劑ご、お 
をに結びつける……スポーツマン 
にとって、大切を,むがまえです。常 
により高をなお術をめざしてチヤレ 
ンジする——モれはブラザたが目ざ 


しているものと一致します0技術が 
チ—ムイ—卜の信頼をまえるように、 

お容さまの信頼に拓:えるのは、高 
度な技術にま:えられた品廣 W がに 
をいので村、自 _り がン《の綿ま A を基 




一24一 


















新たに 「 IH ドカップ」 

^-片^^^(国隙^;ンドボール迎照} 
は、マシ！*スンから、ヨ I ロッバ 

で新しい飼階ククブ対おを開くこ 
とにをったり 

これは、各！：翅手橘でち国り] 
ダ)のリ】枕子！ム把よってをわれ 
るもの；で 「— HF カップ，と呼巧 
れる。 

各岡選手推の碟腺チームによる 
「ョーロッパカップ」は、巧が 
『九五セ年から、女ずが六一年か 
ら巧われでおり、接园ぁッブ戦の 
聯驻による.•ヨ f ロッバ•カップ 
オブ•ホッブス(ゥィナーぶ•ホ 
ップピが、一かセと年から始まっ 

ているで 

「 IKF みップ」は、二 I 番目©ビ 
ッダト T 十メントで、お丸クラフ 
が各围喊隹を勘かして、 K 夕 f 卜 
にごぎつけたとおえられる。 

ペルシャ湾球巧が結東 
ぺ处シザ菌沿悼詰国のぃンドボ 
—ル驶ほ巧まる一方だ'が、この-ほ 
どアラブち提固津邦(エミレ—卜) 


サウジ T ラビ了、バ！レーシ、力 
夕 I ルおどがや-むとなって「アラ 
ビアン-ザル ブ 'バンドボール連 
盟」を新成、き^争く加盟を国め 

チマンピホン VI -を集めて「ベ 

ルシャ两カップ」を顆き、了ラブ 
4農睛述邦の「アル•てブィン」 
があ.勝しお。 

これらの国のがかクラブは、ョ 
1ロッパから選をを助っ人として 
呼ヴ集め.はじめでおり、おい禪米 
かをりの寞力を槪えることとなろ 
ぅ。 

なお、ホ 1 マンがハンドボ—ル 
を蜡め、間產棉 . の^ンバーになっ 
た 0 

ユ—ゴ留際でソ連完腦 

かつて H 本(興まも審加したこ 
扛虹あるユ ー ゴの国酪サマ ー ト I 
-K ゾント「タシマィが . ン • ホップ」 
が、今年も端虽 4 ヵ岡を篤めでけ 
われ、ソ連が 4 戦全腿で语揽を肺 

つた。 

ソ逃は、虚ドイツに如 IW でず 
隙した齡外は.、圧御的な強みをお 
し、上をムードといわれるューゴ 


も如—:2；でI殿されを。 

最ドイツは、昨年のモスタマ- 
オリン ピッタ〔媛"賴 3 城牌、 5 月の 
ジャパンヵップまで、曲を戰丽股 
をつづけていたが、 L 年ぶりで± 
をつけられ、ユ]ゴにもの—化で 
敗れ3棉だった。 

なお、同時洒に斤わおたお子四 
ユーゴ岗際.も、ソ連が報酷でユ[ 
ゴをが！巧で破り樽腺し.た。 

說现するを：13本典子とが滞が予 
想きれるユ i ゴ‘ジ^二了ボチュ 
コを n で破って3位と.なり、 
法目された。 

巨人 GK が！韋入り 

ゥー年ほど酣、本誌にも刹か.きれ 
話頭を策めわ西ドイツ 9G 区、异 
長邮蝴の D •バルツヶが、こ.の.ほ 

どお表された第扣回サ界選手棉赔 
補麗于に加えられ、措舞を登場が 
を望となってきた。 

ゴールよりない巨人 GK とし V 
ファン風.度ぎ，ををねいたバルッヶ 
は、滿聖明なデビュ I の割に、そ 
の妄と喃かずと间ず、巧ドイツの. 
V ■ステンツ t ル監督は、彼の画 
用，を望んでいないなどともおえを 
れていた。 

しかし、昨シ I •スンから西ドイ 
ツ’リ；ダのぶ MF ■ A * ギ3ツ 
ピンゲ，\に移り、おをした丰]ビ 
ンダをぶせはじめ、を GK ホ7マ 
ン巧ナシ3千ル引退も南 T て、世 
巧還一平橘振.補にノ、、、ネ I 卜された 


デビュ！当時より、はる.かに動 
きがいいというかを、お式に巧衆 
選手となかば、本大当の話閱とを 
ぶにをがいむい。 

アジア密判講習急がを通 
昨年に月、日本協会が InF か 
ら 'F •エリアス巧を巧いでいる巧 
グゥ K t 卜が、 I H F の'蒼韩最と 
もいうべき C . ヮンダ'氏を誌師に 

「アジで■レフニり]コ^^ス」を 

閒き、-部で語諭を呼んだが、あ 
靑む I H F 化韻は，この趣潛をに 
は韓国 (2 を。をはじめみ尚、夕 
ゥ H ] 卜などけ一力岗が沿が化席〜 
话禍だったとおえている々 

来年了ヴ了大舎を開くィンドや 
これまでるまりハンドボ]斯租動 
の-おえをれでいをいホパ I ルから 
も、レフ王リ r が送られお：。 

なお、おな報によると、 IHF 
は日巧9日からむ日まで巧ドィツ 
で來年の-世が通ホ摧腰補レブでリ 
—田お八ム開誰習会を朗くが、ここ 
にはアジア、了メリか、了？リめ 
太陛加ら-も隔補レフて - Ur が靠加 
するという。 

世界女子ジュニアおづく 
今棘叫月 U 口から留国に郎3回 
狙界ホ r ジュ -1 T 還み梅を巧尝中 
国と巧描に.なる.ゎホ，タホ子ジュニ 
T が、このほど彌化めために ml 
ロッパ遥征、西ドイツのジュニ了 
卜 I ナメントなどに出麻しおボ、 
吏力は朱だしといさ廊じだった。 


西ドイッの卜一^十乂ントでほ、 
ブルがリアに W で則きかけた 
が、ユ]ゴ悼は封1别で太敗、画 
ドイッにも-の— SP 放れた。 

とぶらでぶ大盛だが、ルーマニ 
了、をドイツ、ボ]ランド、ハソ 
ガリ—など乘欧をが*お場"した 
をみ、にわかに中国、靖 W の两化 
表に閱ムが集っている。 

特に、み国はデンマ t 夕、？ラ 
ソ K 、.カナダ.が.す通り.！ダの枯ホ 
だけに一化でめ適過も朔待でき、 
韓同にも- L： 怔遞おめチヤン巧があ 
る。 

"世界男子ジュニアを地域ず運 
W 3 — n ッパ 

ブランスむ一 IU イギリス 

ブタンス ^- W イ半リス 

スィス S 分)邵イタリア 
スイス 巧 ——巧イタリア 
ブィン I ソンド如—巧オランダ 

オランダ嫂- U ブィンうン .F 

ネ IK トリ了^—目 酉ドイッ 
扫ドイッ — U 才 r K トリ T 

スイソ 如 —— n イスラエル 
ブぺイソ如—— 0 イスラ王ル 
この結果、ブさンス、スイズ、 
ホランダ， K ベイン、西ドイツが 
化おに热を(本ぶな組每合せは本 
語酣み既禪) 

▽ 了 7リカ決滕 

十イジ王リア抑 IW チュニジア 
|>了タリカか.路 

了ルゼンチン記録不巧メキシコ 
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"まごころのおつきあい"が 
私たちのモッ h —です 




あなたの銀巧 


化國銀巧 


•本店初 II 県金沢巿下堀町•を舗お川•富山•福井•東京•大販•を古屋•京郡 1104 かお 


雷災からゴルファーを守る大崎の FY ケージ 


いま、杳ををゴルフ巧作りが、 

なを的な二ーズを呼んでいます。 

もしフレー中に雷に妄ったら、せっか<のナイス 
ショットを、命がけで逃げなけれがなりません。 
そ^な時、费をな待避か屋が髓えてあれば、あな 
たの二!んフ攝は完璧です。 

楚重は、時、疆所、人を選びませ/ U 。 ををな持避り暦 
一大崎の厂丫ケージを適所【こ設置して中[ご入れば、 
雷災かを完全に保護されます。 

@大崎電氣工業が巧窗社 

本ネ上まま都お川区を五な旧二下目二をセ号 
〇 (03) 443-7171 (大代表） 〒141 


FV £ F-=j 


防儀ジ秦ルター 
雜穀 中'' 

実巧巧を4件 
志旺已ホ 
叔標！件 



— 26 — 













今巧号は雜洲ちである。測冊。 
創刊した抽年から乳年目というこ 
とになる。 

この細冊に、恥が原摘を書かせ 
ていをだかなかったのは2〜3回 
志るか、ないかだろう。 

思えば、おいおつきないだ。〇 
B や OG に舎うと「まだ、磯関誌 
に音いているんですか t といわれ 

るひ 

化にとっては、ホ！ムダランド 
の一つ。1抓に、 i 買に-•そしで 
そこにを場して来た謹竿一人々々 
に茨意がある。 

創刊した当初、私とこの雑誌が 
こんなに，亚患"するとは、想像 
しをかった。 

请報に飢(う}えていた八ンドボ 
1ル烟祐者が、践関結目がけて、. 
原稿を殺倒きせる、と化ったから 
である。 

あてがはずれた。発刊を善んで 
下さったかたは、それこそ殺え聞 
れない间どいらしたが1照稿を寄 
せて下さるかたは、少なかったの 
だ。 

そこで秘や、間棠誌先弗が、税 
道に粟るまで、原稿の，闹倒をみる 
ことになり、いつしか、^:^年が距 
ってしまった。 

だかを、私たちが、原棉 Q * よ 
流"になっているのは、あ-まり、 
いいをではないし、荒川理ま長 
(現尊務理事〕にも、向！：となく 
「寄き手が片巧り^」るのは、白 


本 C ンドボ！ル巧に、穗関誌刊巧 
能力がないといぅことだ。檐刊な 
り、ホ刊なりしましょぅ」と、申 
しあげてきを。 

をれでも、機関誌はつづいてい 
る。いいのかな、いいのかなと思 
いながら-、私はベンをまを.せてき 
わわけだが、姗冊目ともなると， 
ここまでお手おいできたことに婿 
しきを感じるし、庶気をおこして 
强めてしまわなくでよかった、と 

化うな 


読甚の普さんにも、盛謝の気持 
ちでいつばいだ。 

測冊をすえてきわのは、当然ぬ 
ことながをが読む側ぶの力である。 

いくら、私たちが席靖を寄き、 
雜誌にまとめて送り出しても、読 
もで下きるかをが居なければ、と 
つくに終刊の还命を迎えでいたろ 
ミ 

「撰の靑春め記紐は機関踞です」 
「郁ぶをつくるのに殺なちました」 
「円本協造のちえが、とにかくみ 


かります」一"そんなおたよりを 
いただくと、軍持つ手に力が入っ 
たものだ。 

i 昨年、サおジュニア漂す植の 
監督でデンマ ー ホに遠征した木呼 
実なが、コペンハ I ゲンでめずら 
しい人に会った。 

元固ドィツ■女一^ - K ショ- K . ルで 
が年秋、ハンブル'ダ選拔の-なと 
して^^^^日した S • 、、、ュ . ^ラ . —^さん' 
が訪ねできたのだ。 

そして、彼女は木婿巧に「巢ホ 


ホ耗の诘れ ない 恐い化は、私めこ 
とを日本の 八ン ドボ] ル 誌が リポ 
I 卜 してくれたこと。それも、よ 
いことばかりを善いてくれたんで 
ずょ」といって、一がの 記事を「亦 
した。 

帰國して木巧氏は、まっきき に 
この話を、恥にをえでくれた。 

その-記争とは、む年の月の第が 
号 1 ミュ ー ラ ー 訪問」 という 拙 補 
である。 

白かの毒いた原幅が、 (ン ドボ 


! ル 人に童ばれるとは、。晋き捏 
埋；(みょう)利，につきる- 
いきさか、‘ R 馈ばをしが過ぎた。 
もちろん、描は、删耶すべでが、 
読與のお気に召したなどと把いあ 
がってほいない。 

太部分の原橘を專かせていただ 
いた说上、機隣誌への不请1租判の 
大部か⑩衰めも民うことになる。 

かつてのナーム X — 卜は「今巧 
こそ、と期待するが、説み採ると、 

いつも物化りない」と手含びし 

% 0 

1 

「いったい刊巧脚り时はなにか」 
という声さえ‘ある.のも、知「.でい 
る'。 

をうした扯刊を巧にずるわびに 
歴化の福里抵当卓と A 機閒諸のあ 
るべ当あ；>を論じをったが、龙.め 
ところ、いつも、新しいぶ向を肚 
ち ffi せずに終「お。 

我々が、本職の福患マンでなか 
ったこともあるし、概関誌は傷関 
誌、曲黑盡：ではない、という强気 
なを教も、底に流れていわ。 

読者がなにをホめているかに応 
えるより、日木棉尝の-巧動、方針 
を理解してもらうことがち服とい 
うを驶でも，をった。 

「鞭閣誌のお事は、昔か乂本皆诺 
表に做ている—と、先辈に古い首 
葫を引つばり曲されて、巧肉られ 
たことがあるが、まさか、それほ 
どではないにしろ、樵銷誌がホ制 
烦でをるのほ、爭実ど。 


しかし、•それだから橫関或はつ 
まらない、刊巧する濃睫が.ない、 
というのなら-、早述に「刊斤をと 
りやめたらいい」と思さ。 

体制祝でない機鹏詰など、肚に 
はないからである。 

ただ、 A 面白い擺旣誌 V A 稅に 
立つ機閱誌 V にする勢力は、強め 
られなければをらない。 

「せっかく窩被チームが觸蕭して 
いても、商校遽キにとって骚如が 
ない」という意.直，は、 A 面〇い磯 
閲誌 V 幻指針となろう。 

域前とちがって、今は商業茹が 
販元されているので、「宵甚好記 
窥に…》といった廿い偏靠方針も 
機關誌にはが與ボなくなりつつあ 
る-】 

日木ハンドボ { ル協会も、この 
d 巧か•おが尚巧人化を裸して新し 
い船出をした心機 M ' 誌も、新しい 
道へ蜗みおす拇期におでおり、う 
まい具か忙「测号’よいう’区切 
りを迎えたといえる。 

.これまで全齒逊おを、全国評讓 
員禁といったところで T 磯関誌」 
が論庸されたことはをい。 

いちど、こうしたテーブルに排 
ちなして、今槪をちえる，のも、よ 
いめではなかるうか。 

私财.蜡手をいわせでいただけれ 
は、ホ]ムダタンドをホるのにみ 
れんはないが、ホ]ムダランドを 
のものがなくなるのは郝しい。 

( NHK 運動部) 


i ;| 

I 私と二百冊の機関誌 j 

ぉ山茂 I 
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お登場、八ンド斌-化スペシャ獻なながスペシャか J なのか。 
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ホの シ: X ルツー ルが 、 ダッシュ 九 ストッ 7 稍、 衙堅 邮収が :おがな 
世巧遇手柜を姑や。国抱太をで圧剧おな使巧車を誇んを々の果光〜ちき 
つづける y ディダス-/、ンドボール '>—1 -ズたス 去しツ お爭切 S 新'のが虽をな 
虽じさらにおとなシェルソールを巧おして畳域しました e えのちも^"ンドボー J レ 
九 X シがレ i ホを性の追すはもちろん、ソ-山な国はュ远设の闽4姑みシュート 
'でもま走した軸足をおもクーンを甚磊じする固もゾーンやツリップ化を言め 
るの监、トレフォイル巧つ窮バターンなど、"シドボール哉描こわけるフ沖7 
ークめ思巧をマキシムまで追あし t ダッシュカ、ストップせ、る巧掘収蛙をざら 
[丹ッブしています. 

お;けみ II 3ホ按 BH I » A " 
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The science of sport. 
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hf 審判講習会報告の 


けれなならない。 


新しいルールとをの解 
駅について 

◎要点の熙か 

法なくしで我々巧人間化耸生活 
は不す盤であろぅ。ム補は共同化 
舎において棵•巧とおをのもとにお 
いでのみ生窜て巧くものでをり、 
をこには3鞭攝刖で法律が存をし 
これにょって狱ずと巧全が賴隙ざ 
れるので，をる。 八 王ミール•ホル 

ン(前 RSK / IHF 蜜呂農■ス 

ィ亞 V 

!現在の近巧ハンドボ！ル Q お 
かれに立場 

すべての風はの試合で皆•速さ、 
興帯性、点致が多く入る。お極力、 
試合の雰が気といぅたいろいろな 
要宗を係分して！つめ.をのを盘を 
立てて巧味をををる谣向となって 

来でいるが、をこには一通の- 

を如を捕則——化界中どこででも 
共迹の迪嗎解.我が山来るも方で 
あり、どこでハンドボ—ルが行わ 
れでもをれに邱したもの-がな 


今日巧われているチ！ムゲ—ム 
としてのぶ代 A ソドポールは、今 
や世婿卓，上にわたって惜及蛇距し 
たスザーツとなっでいる。今なお 
妾くのプレー个1と加师时は、を 
の園々の実力，时上という顆興雅腊 
を n : 指して 1 HF と货搔な関隅に 
去る。 

マ X /ディ了にょる强大なる嚴 
響、特にテレビが诗つ力が1 ( ン 
ドボ t ルへの幽去を育てることに 
ホをくが用したことは聞らかであ 
る。この稀の宣お播ホは、湿轉問 
のうちにハンドボ—ルの禪おにつ 
いでさまざまをヒントを与えた。 
即ち、八ンドボ I ルダ t ムがオリ 
ンピックや巧辟遥手谣大全1でおの 
よさにブレ[さかる'かということ 
が全刊解におょぶブロバがンダと 
して知られるようにな.り、この結 
お、おいハンドボ.1ルザレーヤ J 
は惜破したい、真似したいと思う 
アイドルを巧山した。いわく「扫 


光富磯雄 
岡前義春 

一分達も udss 坟や OD 反をよぅ 
にプレ J しをい」「ユ！ゴや丘 R 
D で国熙的ぅンタ評丽を受けて商 
度なレベルでプレ！をしたい」な 
ど。そしで我々は、終姑不変、ゲ 

-，一をずるに苗たって i 点をと.る 

ためを力で骑九し、な則のないホ 
1ムがせ利となり、試合が流れを 
猫ちずることのをい獄妙な配盛の 
化來る盛党と十分な知識を縛つと 
強められるレフ王リ t を胜粟とし 
ている0である。 

端的に言弓と、ずべてのハンド 
ボ！ルプレ—卡—ほ、国階喘補に 
おいてぶ人として巧勒しホいと思 
っているの•である。 

'C a 〕 近巧ハンドボールにおける夕 
ブネスれはげしさ。の般が 

ハンドボ I ルは、夕くの'说拳于 
ヤンスや(ィスピ[ドなザレ1と 
多くの組え間ない身体接神の起る 
アィ K ホプのごとき閔争騎競 
なとして時をづけられている。ブ 
レ—卞[の潑太の目的は、、化觸な 
i の者で孤か X 2の時間巧に化來 
るだけ多く田得為を-股ること吟态 


る.べきで苗る。をくの面强-こ 

の棘年泉武々が r 試をのはげしき」 
としでとら..えで慨陋端して來.たも 
の—がおだするにもかかわらず 
熙々は巧び取えてよ绍で間いを投 
ばかけたいと思う。 

「我々のハンドボ t ル競巧を琪巧 
のような阔み脚'競な Q ままにして 
おくのか、ぶ我々の赢ほ Q 内報稱 
遺を根本骑に戒遁するぶが寅いの 
か」と。 

今や巧界昭捕樵において描下の 
詰点についではばしい批判がまき 
封っていることはもはやぷをしが 
たい桌架となっている。 

——かような兹力け為を容認する 

ようおル t ル。 

——レフエリー指導をと心フ王 y 
—梢なの、又は監督やコ—チめ 
慰の^ — ル丑脾めぶ補一- 
——身体的特性やホカや K ビード 
などについての過ぶ評価がプレ 
—卞！ 0ブ王ア I なテクニヴク 
の巧述性を違い彼方へ近いやづ 
てし' まっている。 

エミ—ル，ホ狀ソ巧いわく、お 
しいみ-ンスとをくからの义ポ—ツ 
精神に則っての(ンドボ t ルの碑 
来の迸.腰をどのよさ.にはがるぺき 
か？ 

( b 。 n 1卜上にブレ T 中1(.の鼓】 
を播おする必喪蛙について〔逗場 
の那巧をいましめる意) 

どが子1ムも過興を化した巧副 
について、一時めにせよ、永义巧 


にせよ、反則者をコート外に出す 
という基本的ルールを適巧され 
る0 

チ I ムゲ I ムという見地からみ 
て、プレー中—の追放とか退場は 
試<口の魅方を損なうものである。 
が年のョーロッパヵッブの決勝鞍 
〔ドルトムントめウェストファ1 
レンホ E ル)で、かのををなる B 
区〇巧ダン X ルバッハがユ r ゴの 
ナンバ I ワンチ I ムが财戟したと. 
き、卽ザ因けかにあ-るプレーヤー 
が船霉盖丸け為のかどで哉り.時問 
全部じついて迫故姐が.になった。 

レフ.エリーの-迦置は間違ってい 
ないにせよ、しかしをがら-試をそ 
のもの.は r 乃人にをの试る强索、 

フ7ン、熱な的に與浩していた人 
人を了然とさせてしまい1全く興 
味をそいだ巧容となりムードが‘茹 
を担破馈され.でしまったのであ 
る。 

これは柯哉か？これは罰則を 
適巧すること自ホが試なそのもの 
をぶを’する祈風となうでしまった 
からである。戰々ほ(私が慰うに 
は y 若干の ( 1ドな試合様相が 
あったと L ても、チーム人敷は常 
にコ1卜上に诺全におらせるよう 
を前愿裁豈をおしく適巧すること 
にぶ「で、賴客む厕か拉もハンド 
ボールの寶と她力を向上させるこ 
とに最適の機なが到ホするものと 
ちえる。 

( C 〕試をの流れを維持することの 
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限りないホホぺ 


日本ではじめでスホシレヌの近巧がホを方を 
を遵ん、末互を造右巧能に無 f シレ3を革. 
リ综括かお t 卿こ t たみお日お辑ぉでず；，. 
当かけく どが去おぶ巧星が > をモタト斗 

じ、このステンレス化をはじめ带通譯 i 、恃巧の、 
责面姐巧骑板みゼをを巧し、昔かなホホを目 
指してホみ梳けるがさな子ールパーカーでず。 


覆)日新穀麵 

ノ + ,だ,，■がい r 曲4す M ■巧 

かみ trt もけか^柏い'ィ - fV す iW 


逝要性 

牺年か前、我ホは7リ ]X 口] 
を篮のを図なしでやることを法め 
た。とのことは、プレ T の進行を 
より スム！ ぶに、そしてより K ピ 
1ディにするためであ「を。当然 
フリ t スロ！ な商をに巧われる よ 
ぅになり、もちろん.化しい破驛か 
ら勒かずに拽げることにより、よ 
り一盾試なめ魅力め靖遮に觀なっ 
たもので击る。 

そこで載々は、アイスホッケ 1— 
やサッ方 1 のごとく、な脚が桓ぅ 
ても昔の説合場，.仰に抑らのマイ少 
ス-柄の滞生が見られねとき悟、了 
ドバンテ—ジル！ルを適巧すべき 
で苗る。 

「本当に信頼するにおるレ7，击リ 
1とは、芸掏绿のごとく真の意味 
で^:^な瘋當を佩えでおり、試を 
そのものとルールについての知識 
摧験の惠るが喚えに、プレ]干] 
やチ]ム側から、たとえどのよぅ 
なが況にるってもそのレフでリー 
Q 持：つ瓷容お(が巧さ〕がちをに 
承認きれることである」 

これにより優秀なレフユ9!の 
合强的で育庙一頁性ある判おとを 
.の甚準には友論め余地なく稱ぅも 
のである。柯にも增して亟一巧を‘こ 
とは，有能熟撼なレフ T " リ]は、 
ゲームの流れが止ったとき初めで 
節則砂-註吿をするものである。そ 
れぉレフリ}は見廳强象がぁつ 
でも战む中断-を遐くしてをのあと 


罰則巧殺をおらせる (2 か、决梅 
のための贵抑、赤札の提示、同様 
に残 A 時間全部にわたる過がにつ 
いでも常に魁要なことである)。 
( d ) モスグブ，ホ リン ピブク で見 
聞し おことと をれによって得られ 
た知謡内容 

これはトレーナ！やて M K/r 
(技術婆具会〕やを国協会が 
常にいかなる商臨試なを間階する 
に当たってもな目、関ムをおい、 
これらを通じて極々の摆驗を収集 
し評础する不-斬の課堀でぉる。 

チ T •ムバン ドボ！ ルの峽りなき 
带嚴遮歩の段牌で、今回ディホモ" 
ソコルニキー妇体育肺でどむよぅ 
な性格陈徵が見られたか。今まで 
極が现輕したことを操験の撼括と 
して載てに述べる。 

〇多くはないが実隙め攻防に新し 
い標相が瑶れた。 

〇ジャンゾシュ 3 卜が少なくなり 
スタンディンダシユ]卜が多质 
される極巧ををた。 

0赃御觸田旧來の罪とも育えるホ 
I ルディング、ブッシングやそ 
の祀の巧則は、従およりちあか 
らさまな糕相を呈ずるよぅにな 
って来た。 

〇防御側によるゴールエリ了およ 
がゴ I ルエリアラインを恶藝 
入することがふ.克ている。 

〇フリ^ — スロ 1 ラインと ゴ I ル H 
リア ラインの闡 でのみ 擊側と 防 


湖晒のお則の区別が、レフ'^リ 
I に上っては®一巧蛙がなく 
强端的、系.阮的に取り披われて 
いない。 

日試な遥行についての基毕ボ巧に 
I お.避な的でなく、规術的、戳 
.術时墳画に.必ずしもマッチして 
いない。 

を理的で適切軍当なチ—ムザレ 
!め「はげしさ」を擺祀維持する 
化めには、プレーャ]への剖則適 
巧については巧回も論歲すること 
を婚起する。 

重耍な愚義ある試なの-るとで、 
それぞれめ撰袖について、いかに 
対她し処罰するかについての-蟲見 
は非常に多かったな 

I 丹度にわたって罰則の適がにつ 
いでの吟味横試のお，架性が強關さ 
れた。 

これらは、コ J 广上における最 
恼限の端律城信の保持の閒题とし 
て提おされ化。 

(&) コートにおける最恆限の媪 
律鼠おの摧立をいかにして達成す 
るか？ 

一九七七年〜一九八一年7ぉ别 
日まで枯就め規巧 ル]ルは、コ T 
卜上での最值 Q 捕律賊宿が断固不 
変のものであることをおす訊酷と 
ならなかった。 I 人回ブレ f ヤ1 
に対し3回までの2お遇驳とその 
後め自動的失格赃をは、レフてリ 
1にと「て兢律盛情樞なのため-也 
娶不，4欠で、掘本的に耍をされる 


もので志る0 

ょく練習を帽んで肢術骑にも峨 
術もにも熱連している子！ムでは 
2な退勒を無雖酷尘〔のものとしで 
し昔うお術と巧抄さが多く見をれ 
るょうにな甘、この枉の罰がが十 
かなもので.ないを思われる変容ぶ. 
りが關らかとなった A それでは一 
体どうしたら玉いので虽ろうか？ 
この疑閒が我々のお期轉にわたる 
ルール改正巧樂のよ賦咸となっお 
ので忘る。そして、我々はお稱に 
関するルールの変更に幽連してそ 
の蒋を見出したのでをる々 

2新しいル—ルの雷点 
A 箭しいル—ルプック福集上の熙 

望 

ずべでのハンドボ！ル関標者は 
今回施巧されるル t ルボ、いくつ 
かの点で试前のルール.におる欠 
点、弱点0襄适しとして强力な性 
酷を持つことに気づくで.あ-るう。 
城前に導入された r 销制について 
のザ ィドラィンと-も1;-1 〔えるル ー ル 
じ兼はその-典帮抽なものである。 

ハンドボ—ル閱摇者にとって、 
と拟ル！ルの脯斤にょり従來 'の穗 
相が.一変するであろうことは明ら. 
かでをる。趣々 Q 摇相の異った巧 
目を分翻し、 I 押が舰をだてで帯遇 
した上で幽諭的に祕なずることが 
大甸で总る。これらの專おは、今 
度こそ新ル.1ルにょって轉诀され 
るで苗ろう" 
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’80 年代、再びシビックから始まります。7年の獻巧刻み、世界89力国200で台の実 
禱をたずさ之て、シビックはぃま-飛躍的な盤貌をいなした。'80年巧に世界が求める車 
t は何れ「葉寶 jtr 感性 J の両面から、これを撒底して追求した捕黑あのシビックを 
遙かに;動だ是事に高質の享が誕をしたのな歷リッタ ー1 抛が禮罪顯論ちを細) 28 km 
( S 荒蟲暫黑^ぶず) e - st ) の惦燃普。 B 强擠' I 蜡嵩めながら、スポーツぶ-を想わせる強烈な 
動力性能。■スリムなボデ V じ驚くほど励堪内。田高級車なみの酷けさと高ぃタォリ 
ティ。田しかもこれらを従来同樵の低価格で実現したこと。先進の思想をしっかり J : 受 
け継ぎむがら、巧び[背化を画する素哨らしい車に生まれ変わったのです。車づくりに新 


しい流れをつくるニュートレント、为一、ス- 


，シビブ义 いま 世界の街へ。 I 驟韻; S パ] 


ム化ぶおはやめてボブ y ンをホ湖に。 
シ ー I 、ベルトを絲 めましょう。 


願が 


先んじる思想 ロ ニュートレンドカ_ 
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B 構成上の报望 

1罰則の表風ですべてにわたる重 
要な级吏がル！处^:^無のみにあ 

る0 

曰失攝她分が n I 卜上でも適用さ 
れる。 

〇。の50化/度では、すべての粗 
搔行麵については必らず失格処 
かを宜ちしなければならない。 
0 前記と尚樣、お裕姆かはコ1卜 
ホでの粗黒巧為(暴力巧為)に 
.ついて.を適巧される。 
これらの-理由についてはな下に 
述べる。 

今殺罰則適巧は、チームをが象 
とするょり拓個人を対象とする。 

レフュリ^^、トレ^—** --1-^ *_ — * ■、ゴ-— . 

チ、ずレーャーに対しての効果均 
なボイドラインとして、巧の2種 
のが祐可能性を示す。 

幻 巧め1にある表現、すなわち警 
告ボ当然のときは警告を宣告す 
ることが化来る。 

0 巧の3には、レフ H リ ー が失格 
か靖烛処がを宣告したときは、 
巧の5、^:;の7同様2か退場を 
け加してを告しなければならな 

y 凸 

我々は、この新しいガイドライ 
ンがレフュリーにとってを定かつ 
一貫性あ-る削定をドすことが容易 
となることを望み、前記のごとく 
レフてリーの個人的評価と評合内 
驾性格の知識の増進について今 
渣もをの拡大向上を望むものであ 


る。 

2 K ローをずる隐の昔干の変を 
( a 〕.スり一牛ン 

がなる原則論によりフ y ; スロ 
] と K 口！インを区別ずることは 
今やあまり意味のあることではな 
いと思ぅ。そこで新ル I ルではス 
口^—インをするプレ I ヤは直接 
ゴ3ルへシュートすることも許さ 
おる。正しいやり方の唯一の兼が 
は、サイドライン上に I ホの足を 
置くこと、その場所はボ[ルがサ 
イドクインを通過したところであ 
る。他方の足はサイドラインめ内 
側でも外側でもよい。 U の2にあ 
るとおり、スロ I インに苗のを図 
は不要である(フリ3スロ 3とが 
比せよ、)。この結县、コ！十 i . ス 
口1はル1ルから消渝しお形とな 
った。そしてこれは、スロ]イン 
同様笛の合図なしでコーナーから 
のスロ ！インとなる0 

( h ) レフユリ1スロ- 

レフュリ 1 - スロ ー を巧ぅ根觀は 
従来と変りはない。ただその実施 
方法が変更をれ、今回からはバス 
ケットボール同様のものとなる'し 
巧条の規定では、 スロ I を実施ず 

るレフエリ I ( センタ]レフエリ 

1〕の位置から3のな内に両チー 
ムの各1名が化つ。レフュリーは 
ボールを垂直にトスアップずるこ 
とが旧ル r ルと異る点である。 
3 GK のプレ！についての制限変 
更(試合中の巧動可能範囲) 


新ルール5兼において、 GK は 
旧ル I ル同摄に巧びコ T 卜のを画 
でプレ T に春姑出来るようになっ 
た。これは観客のプレ[にがする 
魅力を蔚めるでをらう。 G にが攻 
撃に参姑して、場をによ「では 7 
のスロー.を.投げる場がを見ること 
も巧能となるからである.口， 

4どんなときに7のスロ！をとる 

zf 〇 

力 

柯年も前からの論議の適萄で、 
旧 U をでは自分の陣地のコートで 
相手にがする粗暴な為があったと 
きとなっていた(旧：^の1 a 一。 

新ル3ルでは、 7 m 义口！は単に 
巧らかな得点チャンスをな則で阻 
止したときめみに酸られる。な前 
の通り、 G 区ポ自みの-ゴ t ル エリ . 
アへ持ち込んだり、又はボ！ルを 
持ったままでゴ I ルエリアを出た 
り、 FP ボゴールエリアへ立ち入 
ることで攻撃側にがしてを利さを 
得ようとしたり、意図的に，白陣エ 
リ T 巧にいる GK にボ^ルを投げ 
返したりしたときは？ m スローを 
とるべきである(旧：2の1ゎ〜3) 
3 我かにとって最も太切で最良 
のものは、競抜規則が首属-貫し 
たものであり、それが忠実に街5 
ことの出来るものであることであ 
る0 

新しぃルールは、我々のハンド 
ボ—ルの特徵に革瑜喷な変更を加 
えるものではない。新しいル t ル. 
は、一九セセ年豬巧のものと比較 


して赌端な改おとは言えないもの 
である。 

閨を听ゲ t ムとしての善微を吸 
帖するための當眼点。 

躲々が十べての . r ンドボ]ル脚 
棵まに閱らかにしたいこととして 
0個々岛試をの持つ性掛を现稱ず 

ること口 

G 關々の試合の持つ内面的權遐に 
が版すべきである(プレ t ヤー 
の本辞に阅贿したこと)。 

〇そして最終的にほこれらは前も 
って‘決められた具体的を原案、 
計卿によって状況忆応じて活動 
しなければなをない(ガィドぅ 
ィンを意がする)。 

そしてこのことは、かつでレ7 
ェ yi 教がか又テムにあり、がザ 
い！ヤ J 、 封レフエリ！.、がトレ 
1ナ1、そしてが極衆についても、 
そしてスポ t ブの播つ窩度な愉埋 
锁をでるた曲本訴の戰力を橋けな 
ければならない。 

基確となるル ー ルとレフよ y ! 
宵诉播によ「て、いかなる場面に. 
おいてら攻學脚と防甸剧甸試合裝 
件が罔等となるよぅをお遗挪酷幻 
必糞蛙を不断のが力によって拡大 
しなければなら化い。 

チ]ムハンドボ I ルのル I ルと 
そ Q 徘釈告基腿としてすべてに先 
立って哉々は冥 QK ポーッ i に 
よをすべてのハンドボ t ル人の瞄 
力に撰立つシステムを鹏立しをけ 
れなならない。(試•光島概蹄) 


各 

地 

の 

鼠 
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第2回•を円〔日韓)定期戦 

国巧唯一の试嚴定潮戦、第2凹 
名大夕(愛.甥 X 巧光大夕(辑問〕 
戦は、 scq 把、別の2日間、を巧 
置で2試合が巧われ、菊大拇が速 
勝した。昨年の帯1巧太会は円光 
大夕擲ボ2滕している。 

▽第1戦(8月：：：3日 ' ぶ古醒巧が 
育飽5 

お太夕卻 (2 U ^) 巧円光大夕 
V 築2戦 (8 巧巧 n •新日銃を古 
盧体育蛹：> 

全を大逆帳：：。巧円が大夕 

__大学定期戦 


▼第对巧早慶明を翔戦 (6 ぉ.早 
大) 

慶ぶ巧阴治 

慶な W 磕 uys 早橋ぉ 

を稲旧里 mu ^) じ巧を 
慶応は6度白の優滕 
マ S 年度名大 X 阪大 (6 月.夕大) 
▽ OB 戦 

阪大日ぉ心 —— お名大 OB 
▽現役戦 

阪 大ぉ一が I がを 大 


— 32 — 











し nevron-une 
ist derBeweis 
nochster 
Qua/itat 



腺 M をめざすなら*選ぶべきだ! 

-無言の威圧感を与えるヒュン八- 
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歩速く。 


鋭し、タッシユ、確かなストップが 
-ム展開を有利にする。 



アシックスタイガーのハンドボールシュ—ズはスタートダッシュが 
銳く速くでき、ストップが確実にできるシューズマシンです。 
だからどのようなが況のプレーにも「一歩速く」スム—スじ動く 
ことができます。従ってディフェンスをなくことも容易でノ- 
マークのが況をつくり出すことができます。また「攻 J から「ず」 
への お換もスムースで速くできます。 

勝つためにこの一足をぜひ。 


dSKS TIGERS 


ハンドボール BKCthh ? ロリ■甲術よ牛皮カラーベロア。■をはノンスリップを面ま。■タコの吸おの厮哇を応用した特巧ソール。 
■レッド X ホワイト、カレ_ X ホワイト■サイズ22 .5 〜2日. 〇饥 
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